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おいては、Princeton Theological Seminary では隔年、The Toyohiko Kagawa Lecture が開催さ














れてきたが、2014 年には豊彦の著書『宇宙の目的』が Cosmic Purpose (Toyohiko Kagawa, 
Thomas John Hastings ed., Cosmic Purpose, Cascade Books, 2014)として英訳出版された。また
国内おいては、1985 年から賀川豊彦学会が活動を続けてきたが、近年では、2012 年には日
本基督教学会において「賀川豊彦」が主要テーマとして採択され、2014 年からは賀川豊彦





















                                                   
3 例えば、稲垣久和「公共哲学から見た賀川豊彦」（『明治学院大学キリスト教研究所紀要』（42）、2009
年、247－279 頁）b、伊丹謙太郎「賀川豊彦を読む－公共哲学部門対話研究会報告」（『千葉大学公共研
究』第 5 巻第 3 号、2008 年、187－197 頁）など。 
4 2009 年にハル史料集が刊行されたものの、管見の限り、それ以降のハルに関する研究は、鍋谷由美子
氏による修士論文を基盤とした以下のみである。鍋谷由美子「賀川（芝）ハルをスラム街へと動かした
原動力とは」（『雲の柱』28 号、松沢資料館、2014 年、61－82 頁）、鍋谷由美子『賀川ハルものがたり』
（日本キリスト教団出版局、2014 年）。 
5 三原容子編『賀川ハル史料集』第 1 巻～第 3 巻、緑蔭書房、2009 年 
6 「家庭人としての賀川豊彦」（2006 年）（三原、前掲書第 3 巻、117 頁） 
7 倉橋克人「女性史における賀川豊彦 7	 賀川を支える女性	 二	 芝ハルとの出会い」（『福音と世界』信
教出版社、1992 年 1 月、71 頁） 
8 加山久夫、阿部志郎・他『賀川豊彦を知っていますか―人と信仰と思想』教文館、2009 年、20 頁 
9 三原容子「資料で見ることができるハルの人となり、そして活動」（三原、前掲書第 3 巻、434 頁） 































第 2 節	 研究の視座 
第 1 項	 観点 
	 本論文はハルの活動と意義に焦点をあてた研究であり、上記のように、日本キリスト教
史、女性学、公共哲学といった各分野に接点を持つ学際的研究である。そのため、ハルの
                                                   
11 K-H・シェル、後藤哲夫訳『賀川豊彦－その社会的・政治的活動』教文館、2009 年、65 頁 
12 ハルのこと。 
13 ロバート・シルジェン、賀川豊彦記念松沢資料館監訳『賀川豊彦－愛と社会正義を追い求めた生涯』
























第 3 節	 先行研究 









また、『賀川ハル史料集』所収以外の一次資料として、1931（昭和 6）年 9 月から 11 月
にかけて『読売新聞』「婦人ページ」に掲載された身の上相談「悩める女性へ」欄における、
回答 28 件がある。また、これまで活字化されていなかった音声資料として、ハルによる礼
                                                   
































                                                   
15 加藤重『わが妻恋し－賀川豊彦の妻ハルの生涯』晩聾社、1999 年 
16 鍋谷、前掲書、2014 年 
17 高見沢潤子「賀川はる」『ニ〇人の婦人たち』教文館、1969 年、309－323 頁 
18 佃寛夫編「人間愛の伝道者	 賀川ハル」（『神奈川の人物〈下巻〉』昭和書院、1973 年、149－166 頁） 
19 前田ケイ「賀川ハル」（五味百合子編『社会事業に生きた女性たち―その生涯としごと』ドメス出版、
1973 年、222－232 頁） 


















第 4 節	 本論文の構成 
本論文は、次のように構成される。第 1 章では、後の信仰生活や市民社会活動の基盤と
なる倫理観や思想が、ハルの幼少期から青年期にかけてどのように形成されたのかを、家







                                                   
21 近現代日本女性人名事典編集委員会編『近現代日本女性人名事典』ドメス出版、2001 年、87 頁 
22 高木正江「賀川春子」（折井美耶子・女性の歴史研究会編『新婦人協会の人びと』ドメス出版、2009
年、65－67 頁） 
23 雨宮栄一『貧しい人々と賀川豊彦』新教出版社、2005 年、42－94 頁 
24 三原容子「愛妻	 ハルの幸い、社会の幸い」（『ともに生きる―賀川豊彦献身 100 年記念事業の軌跡』



























第一期	 1888（明治 21）年～1912（大正１）年頃（0 歳～24 歳） 
倫理形成準備期（誕生から信仰入信まで） 
 
第二期	 1912（大正１）年頃～1917（大正 6）年頃（24 歳～29 歳） 
市民社会的活動土台形成期（信仰入信から共立女子神学校卒業まで） 
 
第三期	 1917（大正 6）年頃～1923（大正 12）年（29 歳～35 歳） 
市民社会的活動拡大期（共立女子神学校卒業から第一子誕生頃まで） 
 
第四期	 1923（大正 12）年～1936（昭和 11）年頃（35 歳～48 歳） 
家庭中心熟成期（第一子誕生頃から第三子の手が離れ始める頃まで） 
 
第五期	 1936（昭和 11）年頃～1982（昭和 57）年（48 歳～94 歳）） 
市民社会的活動総括期（第三子の手が離れ始めつ頃から永眠まで） 
 








の回想が考察の中心となる。これは、1923（大正 12）年、ハルが 35 歳の覚醒婦人協会の
活動最中に出版された著作であり、1920（大正 9）年に出版されたハルの処女作でありス
ラムでの日々を描いた『貧民窟物語』27に続いて二冊目の著作である。ハルの幼少時代、14
















第 1 項	 ハルの両親 
（1）ハル幼少期の地域環境 








27 初出は 1919（大正 8）年 11 月『大阪毎日新聞』とされる。（三原、前掲書第 1 巻、75－134 頁）。 
28 三原、前掲書第 1 巻、4 頁 






里村の人口は、1882（明治 15）年には 50 戸、201 人だったものが、ハルの生まれた頃の
1891（明治 24）年には 454 戸、1996 人と 10 倍ほどに増加しており、ハルが生まれた前後
にこの一帯が急激に開拓されていった様子がわかる。その後も 1908（明治 41）年には、
1210 戸、6273 人と、ハル一家が神戸に転居した後もこの一帯は順調に開拓が進んだようで




















                                                   
30 鈴木徳弥『上町の歴史‐横須賀市（旧中里、深田）』鈴木徳弥、1995 年 
31 汐入小学校「汐入小学校便り」3－7 頁（発行年、号数等不明。学校沿革として「平成 26 年 9 月」ま
での出来事が詳細に記載されていので、それ以降の発行と思われる）。山田耕筰が、横横須賀小学校出身
であり、昭和 6 年の創立 60 周年記念事業として校歌を作曲したとされている。 
32 加藤、前掲書、15 頁 
33 賀川はる「女中奉公の一年」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、54 頁） 
34 「賀川ハル」東京都生活文化局コミュニティ文化部、1982 年、31 頁 
35 転校理由を、横須賀高等小学校の火災による校舎消失によるものではないか、と加藤は推測してい
る。（加藤、前掲書、17 頁）1889（明治 22）年、1899（明治 32）年の二度、火災にあい、校舎を再建
している。豊島小学校は、1888（明治 21）年に中里村 94 番地、現在の緒明山に建設され、さらに 1897
（明治 30）年に現在の地（上町 3-21）に移転している。（中央地域文化振興懇話会編『よこすか中央地
域	 町の発展史 2』横須賀市、2003 年、7 頁、24 頁） 
36 「賀川ハル」（東京都生活文化局コミュニティ文化部、前掲書、31 頁） 








































































	 父親は 1917（大正 9）年 10 月 25 日、56 歳で亡くなったとされているが、詳細は不明で
ある47。ハルの執筆で父親の死について触れている部分はないが、後に記すハルの妹フミ
                                                   
43 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、29 頁） 
44 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、24 頁） 
45 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、37 頁） 
46 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、42 頁） 






ば、房吉は 1922 年の時点では生存していたことになる。 
22 
 
















年 3 月 22 日付けのアメリカにいる豊彦への手紙には、「母が熱心に求道して居ます。八重
子もそうで御座ります」50と、往来の祈りが聞かれていることを喜ぶハルの姿があるが、こ
の母親は 1917（大正 6）年 8 月にマイヤース宣教師から洗礼を受けている。ハルが共立女
子神学校在学中で神戸には不在だった間も、母親は自ら教会に足を運び、ハルが共立女子












                                                   
48 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、21 頁） 
49 賀川ハル「1914 年日記」（9 月 3 日）（三原、前掲書第 1 巻、186 頁） 
50 賀川ハル「ハルよりアメリカの豊彦宛書簡」（1917 年）（三原、前掲書第 1 巻、221 頁） 


































                                                   
52 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、23 頁） 
53 キリスト教家庭集会のこと 
54 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、48 頁） 




































                                                   
56 賀川ハル「1914 年日記」（3 月 30 日）（三原、前掲書第 1 巻、156 頁） 
57 賀川ハル「1914 年日記」（3 月 21 日）（三原、前掲書第 1 巻、154 頁） 
58 賀川ハル「1914 年日記」（4 月 16 日）（三原、前掲書第 1 巻、160 頁） 
59 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、35 頁 
60 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、26 頁） 















第 2 項	 ハルの妹たち 
両親だけではなく、妹たちであるフミ（1896（明治 31）～1917（大正 6）？）、ヤへ（1898



















                                                   
62 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、36 頁） 
63 1974（昭和 49）年 2 月執筆に、ヤヘについて「昨年 7 月以来、西宮市の実妹、本多歌子さんと同居
していた」とあるので、少なくとも 1973（昭和 48）年 7 月時点では、ウタは存命だったと思われる。
（牧野、前掲書、16 頁） 




成の「賀川ハル・豊彦略年表」によると 1914（大正 3）年から 1917（大正 6）年の期間に
「妹フミ死亡（年月日不明）」となっており65、また、『毎日新聞』1963 年 6.月 6 日夕刊で
は、武内勝と「結婚することになっていた六つ年下の芝文子さん＝はるさんの令妹＝」が
「大正六年二月」「無理がたたって肺病で死んでしまった」とされ66、また、1920（大正 9）
年 2 月 8 日日記には、「二月八日は文子の永眠の日である」と記されているのは、妹フミの























                                                   
65 加藤、前掲書、285 頁 
66 武内勝（口述）・村山盛継（編）『新版・賀川豊彦とボランティア』神戸新聞総合出版センター、2009
年、344－345 頁 
67 賀川ハル「1920 年日記」（2 月 8 日）（三原、前掲書第 1 巻、254 頁） 
68 賀川豊彦『太陽を射るもの』（『賀川豊彦全集 14』、キリスト新聞社、1964 年、387 頁） 
69 三原、前掲書第 1 巻、222 頁 
70 賀川ハル『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、46 頁） 










この時、ウタは 14 歳、ヤヘは 16 歳である。 
先にも記したが、1917（大正 6）年 3 月 22 日付けのアメリカにいる豊彦への手紙には、
「母が熱心に求道して居ます。八重子もそうで御座ります」73とあるが、ヤヘは 1917（大









のハルに送付された 1955（昭和 30）年 4 月 28 日付けの豊彦からハルへの手紙には、「祖母
様ハ近頃ハぼつぼつ動いて居られます。八重様がよく面倒を見て居られます」78として、豊
彦・ハル夫妻と同居する母ムラの世話をするヤヘの姿が言及され、1974（昭和 49）年 1 月





て知人の結婚式に出かける様子が記される80。また、1920（大正 9）年 1 月 1 日の日記に
は、「雑煮をこの食堂で祝ふた者は私共両人、母、うた」81として、当時 17 歳頃のウタも共
                                                   
72 賀川ハル「1914 年日記」（9 月 5 日）（三原、前掲書第 1 巻、186 頁） 
73 賀川ハル「ハルよりアメリカの豊彦宛書簡」（1917 年）（三原、前掲書第 1 巻、221 頁） 
74 「自分を捨てた生涯芝八重さんのこと」牧野、前掲書、15―17 頁。 
75 「流行児となつた彼の悲哀」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、368 頁 
76 賀川ハル「1914 年日記」（7 月 4 日）（三原、前掲書第 3 巻、350 頁 
77 例えば、1973 年 2 月 7 日日記（三原、前掲書第 3 巻、228 頁）など。 
78 松沢資料館所蔵資料 
79 賀川ハル「1974 年日記」（1 月 6 日）（三原、前掲書第 3 巻、210 頁） 
80 例えば、1914 年 8 月 10 日日記（三原、前掲書第 1 巻、182 頁）など。 





































                                                   































第 4 項	 スラム活動に向かう原動力としての家庭 
ハルの執筆には、幸福の源として「家庭」を挙げている言及が度々みられる。例えば、
先にも引用したが、結婚した同僚が、その後、「両人（同僚）の家庭が祝福されて居らない
                                                   
83 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）三原、前掲書第 1 巻、29 頁） 
84 賀川ハル「1964 年日記」（3 月 28 日）（三原、前掲書第 3 巻、398 頁） 
85 北川信芳「スラムで奉仕するようになるまで－賀川ハル婦人とある日の対話から」（三原、前掲書第 1
巻、59 頁） 
86 2016 年 9 月 9 日インタビュー調査聞き取り 

































第 5 項	 まとめ 
ハルの両親と三人の妹達との家庭生活は、ハルにとっての家庭の原点である。ハルの両
親はハルの幼少期にはキリスト者ではなかったが、厳格な倫理的基準を保ち、ハルも両親
                                                   
88 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、26 頁） 






賀川豊彦とハルは、互いに 25 歳で結婚した後、豊彦が 71 歳で亡くなるまでの約 45 年
余り、市民社会における活動を共にし、三人の子供を育てたが、その両者の結婚までの生
育環境は大きく異なる。 


























                                                   
90 雨宮栄一『青春の賀川豊彦』（新教出版社、2003 年）等を参照。 
91 雨宮（2005）、前掲書、79 頁 
92 ハルは 25 歳で豊彦と結婚する。内閣統計局が出しているとする大正 9 年の妻の結婚平均年齢は 24.26
歳となっている。ただし、結婚数の最大である年齢は 19.73 歳となっていることに比較すると、25 歳と
いうハルの結婚は、当時としては晩婚型であったと言えるのかもしれない。岡崎文規「人口問題研究」













っ越すまでの合計約 7 年間をハルはスラムの中で生活している93。 
夕食のための 2 銭さえなく祈った、という逸話からも94、経済的困窮はそれ以前のハル
の生活とは比較にならないものであったといえる。女中時代、ハルの日給は「女工頭の自












                                                   
93 『覚醒婦人』第二号（1922 年 2 月発行）では、編集人住所が「神戸市北本町六丁目三番」であるが、
第十一号（1923 年 5 月発行）以降は「神戸市北本町六丁目二二〇」となっている。これは、「子供が生
れてから貧民窟の表側に小さな家を借りて、初めて二階建ての家で子供を育てることにしました」とあ
る賀川豊彦の記述（賀川豊彦「夫婦の苦闘の跡」（1937 年）三原、前掲書第 1 巻、63 頁）と照らし合わ
せると、賀川一家の引っ越しが反映されたものと考えられる。 
94 賀川ハル「新川貧民窟三十年の思ひ出」（1939 年）（三原、前掲書第 1 巻、362 頁） 
95 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、30 頁） 
96 例えば、1923（大正 12）年 2 月 3 日の日記には、「松井」に殺すといわれ続けていたため、急遽台湾
伝道に赴く豊彦に同行することになった経緯が記されている（賀川ハル「1923 年日記」（三原、前掲書
第 1 巻、349 頁））。 
97 晩年には、子供たちが、人生相談にハルの下を訪れた来客が、晴れ晴れとして顔をして立ち去ったさ
まを語っている（三原、前掲書第 3 巻、109 頁）。 
97 賀川ハル「1914 年日記」（三原、前掲書第 1 巻、153 頁） 
98 賀川ハル「1914 年日記」（2 月 19 日）（三原、前掲書第 1 巻、147 頁） 






第 2 項	 知的向上心 



























                                                   
100 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、56 頁） 
101 ジョン・ラスキン（John Ruskin、1819 年～1900）。美術評論家、社会思想家。 
102 賀川ハル「1914 年日記」（2 月 27 日）（三原、前掲書第 1 巻、149 頁） 
103 賀川ハル「1914 年日記」（2 月 28 日）（三原、前掲書第 1 巻、149 頁） 




























                                                   
105 賀川ハル「1914 年日記」（5 月 15 日）（三原、前掲書第 1 巻、166 頁） 
106 イギリス救世軍の創設者ウィリアム・ブース（1829 ～1912）の妻・キャサリン・ブース（1829～
1910）を指すと思われる。 
107 賀川ハル「1914 年日記」（3 月 12 日）（三原、前掲書第 1 巻、152 頁） 
108 賀川ハル「1914 年日記」（5 月 29 日）（三原、前掲書第 1 巻、170 頁） 
109 賀川ハル「1914 年日記」（4 月 3 日）（三原、前掲書第 1 巻、157 頁） 
110 例えば、豊彦が本を読みすぎたため、眠りにつきにくかった様子が記される。（賀川ハル「1914 年日
記」（3 月 10 日）（三原、前掲書第 1 巻、151 頁）） 
111 例えば、豊彦が「独語の先生の許」に行ったと記される。（賀川ハル「1914 年日記」（2 月 20 日）
（三原、前掲書第 1 巻、147 頁）） 
112 例えば、豊彦が貧民心理の執筆を開始した様子が記される。（賀川ハル「1914 年日記」（2 月 21
日））三原、前掲書第 1 巻、148 頁） 
113 例えば、豊彦が弁当を持って図書館へ出かける様子が記される。（賀川ハル「1914 年日記」（3 月 9


































立女子神学校に入学して 1 か月後には、すでに、自由になって早く伝道がしたいと記す。 
共立女子神学校を終えた以降のハルの日記には、教育の機会に対する飢え渇きの言葉は
みられなくなる。豊彦から受けた教育の機会、そして、共立女子神学校での本格的な教育
                                                   
114 2016 年 9 月 9 日インタビュー調査聞き取り。 
115 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 20 日）（三原、前掲書第 1 巻、190 頁） 
116 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 21 日）（三原、前掲書第 1 巻、191 頁） 






第3節	 第三期	 1917（大正 6）年頃～1923（大正 12）年（29 歳～35 歳） 
市民社会的活動拡大期 
第 1 項	 継続と拡大 
第三期は、横浜の共立女子神学校卒業後から、再び神戸のスラムに戻って活動を継続し、
また、ハル自身の名前で執筆活動、演説活動、覚醒婦人協会の活動を展開するなど、ハル























1918（大正 7）年からは労働運動、そして 1919（大正 8）年からは消費組合運動を開始し、
夫妻は労働運動関係者、消費組合運動関係者らとの交流も広がる。 
共立女子神学校以前には、ハルを取り巻く世界は、家族、スラム、教会関係の人々とい
                                                   







第 2 項	 夫婦二人での生活 
ハルは結婚直後から豊彦と共にスラムの中に住み、活動を行うが、ハルが共立女子神学
校在学期間を除いて 7 年間、スラムに住み込み活動を続けられた要因の一つに、ハルの出



















第 1 項	 家庭生活の充実 
	 この時期のハルの日記には、自身の子供についての内容が大半である。例えば、1925 年




                                                   
119 賀川ハル「1914 年日記」（8 月 10 日）（三原、前掲書第 1 巻、182 頁） 
120 賀川ハル「1925 年日記」（三原、前掲書第 2 巻、7－8 頁） 
38 
 


















第 2 項	 日常の中にある市民社会活動 
	 この時期の賀川家の生活環境の変化はめまぐるしい。1923（大正 12）年の関東大震災の
救援のため、生後 9 か月の長男を連れて神戸から東京に転居した賀川一家であったが、1925
（大正 14）年 4 月に長女が生まれた後、1926（大正 15）年 10 月には再び 3 歳と 1 歳半の
子供を連れて神戸に隣接した兵庫県武庫郡瓦木村に転居、そしてこの地で 1929（昭和 4）




腎臓炎の併発（1924（大正 13）年 3 月）、交通事故で脊髄を痛めて 15 日間臥床（1925（大
正 14）年 9 月）、急性中耳炎が悪化して半月の間臥床（1927（昭和 2）年 3 月）、肺炎と腎
臓炎を併発（1930（昭和 5）年 1 月）、血痰が出る（1930（昭和 5）年 12 月）といったよう
に、次々と体調に不調をきたしている。その一方で、市民社会における活動、伝道活動は
精力的に続けられ、1924（大正 13）年 11 月から半年間アメリカ、ヨーロッパへの講演旅
                                                   
121 賀川ハル「1928 年日記」（4 月 25 日）（三原、前掲書第 2 巻、70 頁） 
122 幼稚園に通う道の一コマとして記されているが、牧野（前掲書、７頁）によると、この時期は芦屋教
会付属甲陽幼稚園に通っていたとあるので、これもその頃の出来事だろうか。 
123 「信仰生活の試練」（1925 年）（三原、前掲書第 2 巻、56 頁） 
39 
 
行に出かけ、上海での会議に出席し（1927（昭和 2）年 8 月）、1928（昭和 3）年 11 月から
1 か月間は満州伝道に赴き、それぞれ一か月間の中国伝道へと半年を開けずに出発し（1930
（昭和 5）年 7 月、1931（昭和 6）年 1 月）、1931（昭和 6）年 7 月から 11 月まではトロン
トの YMCA 大会に出席し、1932（昭和 7）年 3 月には台湾伝道旅行、1934（昭和 9）年 2
月にはフィリピン伝道旅行、1935（昭和 10）年 2 月から 7 月末まではオーストラリア伝道、

















第 5 節	 第五期	 1936（昭和 11）年頃～1982（昭和 57）年（48 歳～94 歳） 
市民社会活動総括期 







                                                   
124 豊彦に関する出来事については、「賀川ハル・豊彦年表」（加藤、前掲書、282－295 頁）を参照。 
125 「夫豊彦とともに五〇年」（『月刊キリスト』12（11）、教文館、1960 年）（三原、前掲書第 3 巻、47
頁） 
126 賀川春子「社会事業家の妻として四十年」（1950 年）（三原、前掲書第 2 巻、303 頁） 


















第 2 項	 晩年のハル 

















                                                   
128 賀川ハル「1965 年日記」（6 月 13 日）（三原、前掲書第 3 巻、375 頁） 



































































                                                   
130 渡辺悦次・鈴木裕子編『運動にかけた女たち』ドメス出版、1980 年、20 頁 
131 賀川はる子『貧民窟物語』（1920 年）福永書店、大正 9 年/1920 年 




	 村岡平吉は、1852（嘉永 5）年、神奈川に生まれ、1876（明治 9）年、ハルの父親の房
吉の姉である山田はな133と結婚する。 









2 月 25 日 
バプテスマヲケントスル村岡氏江川氏ヲ教ユ136 
 
3 月 1 日 
午後第七時三十分頃ヨリ村岡氏来テ真理ニ付テ語ル137 
 
3 月 3 日 
                                                   
133 ハルの父・芝房吉の姉であるが、「山田」となっているのは、芝家から山田家に養子に行ったためで
はないか、と奈須は推測している。奈須瑛子「村岡平吉と福音印刷－賀川ハルの系譜」（『雲の柱』8 号、
松沢資料館、1988 年、60 頁） 
134 ジョージ・ウィリアム・ノックス（George William Knox）（1853～1912）。1881（明治 14）年、東
京一致神学校の教授となるために、東京に転居した。1887（明治 20）年から 1893（明治 26）年まで明
治学院の神学教授、その後、東京帝国大学で倫理学の講義も担当した。（横浜指路教会百二十五年史編纂







（http://www.kaikou.city.yokohama.jp/document/shinbun/shinbun02_02.html）（2016 年 4 月 6 日最終
閲覧）沢護「横浜居留地のフランス社会(3) : 幕末・明治初年を中心として」（『敬愛大学研究論集』48、
65－95 頁、1995 年）によれば、同新聞社は居留地の 183 番に位置していた。1870（明治 3）年に創刊
され、3 名のフランス人に引き継がれながら、1881（明治 14）年をピークとして居留地におけるフラン
ス人社会の縮小に伴い、1885（明治 18）年廃刊となった。平吉が勤務した 1877（明治 10）年以降数年
間は、居留地におけるフランス人社会の最盛期、ゆえに同新聞社の最盛期だったことになる。上記文献
によれば、1881（明治 14）年の時点で、「日本人を中心に 15 名の植字工」が雇用されていたということ
であり、そのうちの一名が平吉だったのだろう。 
136 横浜指路教会百二十五年史編纂委員会編『資料編	 横浜指路教会百二十五年史』日本基督教団横浜指
路教会、2004 年（b）236 頁 





3 月 26 日 
午後村岡氏来テバプテスマノ調ヲナス139 
 




治 16）年 10 月 26 日南小柿の日記には、「邑岡氏司会邑岡氏宅」と記録されている141。ま




なお、平吉は、1894（明治 27）年～1900（明治 33）年、および 1904（明治 37）年～1922





務した神戸支店開設は 1904（明治 37）年であり、房吉は支店開設直後の 1904（明治 37）
年 5 月から、そしてハルは同年 10 月から 1913（大正 2）年 3 月末までの 8 年半にわたっ
て勤務した。平吉・はな夫妻には、6 男 2 女があり144、平吉は妻・はなの死後の 12 年後の




                                                   
138 横浜指路教会百二十五年史編纂委員会(2004b)、前掲書、237 頁 
139 横浜指路教会百二十五年史編纂委員会(2004b)、前掲書、239 頁 
140 横浜指路教会百二十五年史編纂委員会(2004b)、前掲書、240 頁 
141 横浜指路教会百二十五年史編纂委員会(2004b)、前掲書、255 頁 
142 横浜指路教会百二十五年史編纂委員会(2004b)、前掲書、252 頁 
143 警醒社編『信仰三十年 基督者列伝』（大空社、1996 年）の「村岡平吉」項（147 頁）には、「（明
治）二十三年二月に長老に擧げられ」とあるが、『資料編	 横浜指路教会百二十五年史』「歴代長老、執
事一覧」の名簿（421 頁）には、1890（明治 23）年時に平吉の名は見られない。 
144 10 月 19 日の「太田町」の「雪さん」が平吉の娘の 1 人を指していると思われる。1914（大正 3）年
11 月 2 日のハルの日記に登場する「大森」の「雪子様」は、1914（大正 3）年 9 月 8 日の「大森」の






























6 月 2 日 
八時バプテスマノ試験ヲナス其名左の如シ（中略）邑岡花女149 
 
                                                   
145 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、24 頁） 
146 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、42 頁） 
147 山室軍平（1872（明治 5）年～1940（昭和 15）年）。1888（明治 21）年、キリスト教の洗礼を受
け、1895（明治 28）年救世軍に入隊し、社会福祉事業、公娼廃止運動（廃娼運動）、純潔運動などに取
り組んだ。 
148 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、44 頁） 
149 横浜指路教会百二十五年史編纂委員会(2004b)、前掲書、248－249 頁 
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年(明治 27)年 10 月には、すでに新橋－横須賀間に、3 往復の直通列車が設定されていたと




しかし 1909（明治 42）年、ハルが 21 歳の秋、この伯母は腎臓病のため亡くなる。この
                                                   
150 横浜指路教会百二十五年史編纂委員会(2004b)、前掲書、249 頁 
151 ハルが村岡家によって横浜指路教会に連れていかれていた年が 1900（明治 33）年であるとすると、
この時の牧師は山本秀煌牧師である。1901（明治 34）年 7 月より井深梶之助牧師就任の期間を経て、
1905（明治 38）年毛利官治牧師就任直後から、洗礼者数が飛躍的に増加している。（横浜指路教会百二
十五年史編纂委員会(2004b)、前掲書、448－490 頁参照） 
152 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、38 頁） 
153 http://ktymtskz.my.coocan.jp/nakagawa/yokosuka.htm（2016 年 4 月 7 日最終閲覧）。ちなみに、ハ
ルが誕生した頃の 1889（明治 22）年の時刻表によれば、新橋 6 時 10 分発、横須賀 8 時 20 分着で、2
時間程度の所要時間であったという。（横須賀市編『新横須賀市史	 通史編	 近現代』横須賀市、2014



































                                                   
154 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、39 頁） 
155 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、38 頁） 






































                                                   
157 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、40 頁） 
158 鍋谷、前掲論文、68 頁 

























                                                   
160 この二組の宣教師たちについては、次の文献に詳しい。深田未来生「C・A・ローガンと H・W・マ
イヤース－賀川豊彦を巡る宣教師達」（『キリスト教社会問題研究』(32)、同志社大学人文科学研究所、
1984 年）129－145 頁 
161 南北戦争時に、Presbyterian Church in the United States of America (PCUSA)（最初の大会は、
1789 年フィラデルフィアで開催）から 1861 年に分かれ設立された、Presbyterian Church in the 
Confederate States of America は、南北戦争後に the Presbyterian Church in the United States とな
る。南長老教会ミッションについては、次の文献に詳しい。木下裕也「神学的伝統とその継承について
－神戸神学校設立の経緯から考える－」（『改革派神学』第 38 号、2011 年、72－90 頁） 
162 William Newton Clarke（1840～1912）。Madison University、MadisonTheologocal Seminary を
卒業後、牧師となり、Toronto Baptist College で新約学を教えたのち、1890 年からは、Colgate 
Theological Seminary にて、神学を教授。1894 年に Outline of Christian Theolog を出版した。
（http://www.jstor.org/stable/1507303?seq=1#page_scan_tab_contents ）（2016 年 4 月 2 日最終閲
覧）。 
1894 年に出版された Outline of Christian Theology ではないだろうか。
https://archive.org/details/anoutlinechrist00clargoog（最終閲覧 2016 年 4 月 2 日）。 
163 エス・ピ・フルトン「我らの神学校物語」（中央神学校史編集委員会編『エス・ピ・フルトンの生涯
と神学思想』中央神学校同窓会、1976 年）59 頁。神学校は、神戸市葺合区熊内町 1 丁目） 





る。これは後の 1927（昭和 2）年、中央神学校（現・神戸改革派神学校）165となる。 
 
（2）チャールズ・A・ローガン 
ローガンは 1874 年 11 月 14 日、アメリカ、ケンタッキー州の製粉工場を経営する家庭に
生まれた。ケンタッキーのルイビル神学校（Louisville Presbyterian Theological Seminary 166）
とプリンストン神学校で神学教育を終えて、1899 年に按手礼を受け、パティ・マイヤース
と結婚した。 
















                                                   
165 跡地には、現在神戸市中央区熊内町 1-8-16 の公園内に記念碑が建てられている。 
166 1853 年にケンタッキー州 Danville に設立された Danville Theological Seminary と 1893 年に同じ
くケンタッキー州 Louisville 設立された Louisville Presbyterian Seminary が 1901 年に合同した。ロ
ーガン、およびマイヤースが教育を受けたのは、設立されたばかりでかつ合同前の Louisville 
Presbyterian Seminary だったのだろう。Presbyterian Church (U.S.A.)の神学校となっている。 
Tapp, Hambleton. 1954. The Register of the Kentucky Historical Society 52 (178). Kentucky 
Historical Society: 88–89. （http://www.jstor.org/stable/23373696.）（2016 年 5 月 27 日最終閲覧） 
Longfield, Bradley J.. 2003. The Journal of Presbyterian History (1997-) 81 (3). Presbyterian 
Historical Society: 210–11. （http://www.jstor.org/stable/23337628.）（2016 年 5 月 27 日最終閲覧） 
167 現在の日本キリスト教会徳島教会は徳島市八百屋町において始められたが、戦中の日本基督教団時代












マイヤースは 1897 年 5 月に按手礼を受け、同年 11 月にグレース・フィールドと結婚す
る。12 月にアメリカ南長老教会派遣宣教師として来日し、その後 45 年間、徳島、岡崎、
豊橋、そして神戸において宣教活動を行った。神戸に移住したのは、神戸神学校設立と同
時に教授に就任した 1907（明治 40）年だろうと深田は推測している。豊彦は 20 歳頃、マ
イヤースは 34 歳頃である。マイヤースは神戸ユニオン教会の牧師も兼ねていた。 
1941（昭和 16）年 12 月 8 日から 1942（昭和 17）年 6 月 6 日までの約 180 日間、スパイ
















                                                   
169 Nutt,	Rick,	Many	Lumps	One	Light:	Louisville	Presbyterian	Theological	Seminary	A	150th	
Anniversary	History	(Grand	Rapids:	Eerdmans,	2002),	pp.39-45. 






172 黒田四郎『私の賀川豊彦研究』キリスト新聞社、1983 年、282 頁 
173 賀川豊彦「イエスの宗教とその真理」（1921）（『賀川豊彦全集 1』キリスト新聞社、1963 年、135－
136 頁） 
174 例えば、 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1923 年）（『賀川豊彦全集 7』キリスト新聞社、1963
年、346 頁）「雷鳥の目醒むる前」（『賀川豊彦全集 21』キリスト新聞社、1963 年、191 頁）など。 
52 
 










月 21 日は土曜日であるが、ハルの記載違いだろうか。 
	 賀川夫妻とマイヤースとの交流は結婚後も続き、結婚から半年後となる 1914（大正 3）
年 1 月 30 日のハルの日記には、賀川夫妻が昼に「マヤスに招かれた」177とある。昼食に招
かれたという意味であろうか。1914（大正 3）年 5 月 14 日の日記にも、「神港教会」178で
「マヤス婦人、ローガン先生にお目にかかった」179とある。この時、ローガンも神戸にい
たのだろうか。1914（大正 3）年 5 月 14 日は木曜日であるが、何か集会が行われていたの












                                                   
175 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、48 頁） 
176 賀川豊彦『賀川豊彦全集』第 24 巻、キリスト新聞社、1964 年、582 頁 
177 賀川ハル「1914 年日記」（1 月 30 日）（三原、前掲書第 1 巻、144 頁） 
178	 1906（明治 39）年神戸日本基督教会より分離独立した、現・日本キリスト改革派神港教会のこと
か？教会は当時、下山手通３丁目にあった。賀川夫妻の住み込んでいた葺合北本町 6 丁目 221 番地から
はおよそ 2 キロ弱の距離である。 
179 賀川ハル「1914 年日記」（5 月 14 日）（三原、前掲書第 1 巻、166 頁） 
180 賀川ハル「1914 年日記」（4 月 6 日）（三原、前掲書第 1 巻、158 頁） 
























第 3 項	 共立女子神学校 










ルが 10 代の頃行き来した太田町 5 丁目にある村岡家からは 1.5 キロほどの距離であり、ハ
                                                   
182 黒田四郎、前掲書、282 頁 










共立女子神学校185は 1881（明治 14）年 9 月、偕成伝道女学校として設立された。1891





ンが 39 歳頃である。 
1893（明治 26）年186、後に二代目校長となり、ハルが在学時代に交流を深めることとな
るスーザン・A・プラット（Susan A. Pratte）が来日する。1899（明治 32）年にピアソンは
亡くなり、プラットが二代目校長として就任した。プラットは 1937（昭和 12）年に退職し、
同年アメリカに帰国した。 





（大正 3）年の WUMS 本部への年次報告には、「10 月生」として学生数が 40 名187、その
翌年には合計で 48 名と記されている188。1906（明治 39）年報告では、宣教師が 2 名の他、
常勤の日本人教師が 5 名、非常勤が 5 名となっている。1904（明治 37）年の年次報告には、
「礼拝堂と教室を含む神学校の新校舎ができた」とあるので、1914（大正 3）年に入学し
                                                   
184 賀川ハル「1914 年日記」（5 月 29 日）（三原、前掲書第 1 巻、170 頁） 
185 共立女子神学校の歴史、およびプラットに関して、次の文献を参照。「横浜共立学園資料集」編集委
員会『横浜共立学園資料集』横浜共立学園、2004 年、704－755 頁、及び「VI 永遠のひかり－共立女子
神学校の歩み」（「横浜共立学園 120 年のあゆみ」編集員会『横浜共立学園 120 年の歩み』横浜共立学
園、1991 年、243－266 頁） 
186 「偕成伝道女学校、共立女子神学校、そしてバイブルウーマン－失われた姿を求めて－」（『共立研




187 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、334 頁 





3）年 9 月 21 日の日記にも、神学校の自室について、「6 畳の間に近池姉と二人、電気を用
ゆ」191、「十時には電気が消える」、朝の四時半に暗いため「洗面所の電気の処で」192祈る、
等と記されており、寮に引かれたばかりの電気の恩恵をハルも受けていたことが分かる。 
ハルが入学した 1914（大正 3）年のプラットから WUMS 本部への年次報告では、新入
生の紹介の中で、「新入生の 1 人は、神戸の牧師夫人で、夫は家で勉強し、彼女はここへ研
修に来た」として紹介されているのが、ハルのことだと思われる193。同時代の共立女子神
学校の学生募集広告では、毎年 10 月からの新学期に先立ち、「予科生」として、4 月から
3 か月間試験的に在学し、6 月に卒業式を迎えるため、通算 3 年数か月の在学期間となっ











1901（明治 34）年の WUMS 本部への年次報告では、「聖書のほかに日本文学、作文、漢
文の読み書き、教会史、音楽、裁縫、行儀作法」の教科があったとされている199。行儀作
法といった「教科は一週に一回、あるいは毎日短時間」学び、「大半の時間は聖書教育に費
                                                   
189 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、300 頁 
190 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、337 頁 
191 賀川ハル「1914 年日記」（9 月 21 日）（三原、前掲書第 1 巻、187 頁） 
192 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 7 日）（三原、前掲書第 1 巻、189 頁） 
193 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、337 頁 
194 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、714 頁 
195 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、717 頁。1916（大正 5）年 2 月学生募集広告。 
196	 吉田幸。大阪四貫島セツルメントや西宮一麦教会・甲子園二葉教会の創設者吉田源次治郎の妻。吉
田源治郎は、「イエスの友」会の命名者であり、『雲の柱』にも編者として関わった。
http://k100.yorozubp.com/kagawagalaxy/yoshida018.pdf（2014 年 12 月 5 日最終閲覧） 
197 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、336 頁では、新入生は 22 名となっているが、卒業時


































                                                   
200 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、286 頁（1901 年） 
201 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、291 頁（1902 年） 
202 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、302 頁 
203 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、286 頁（1901 年） 
204 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 14 日）（三原、前掲書第 1 巻、189 頁） 
205 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 23 日）（三原、前掲書第 1 巻、191 頁） 
206 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、286 頁（1901 年） 
207 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、319 頁（1910 年） 
208 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、308 頁。1907 年） 
209 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、311 頁（1908 年） 






1912（明治 45）年の報告では「24」にと増加している212。日曜学校の子供たちは 900 名で、
教師役の神学校の学生は「前もって教授法の授業で準備をし」ていた。ハルも 1914（大正





















（大正 6）年 6 月のハルも卒業生となった卒業式では、豊彦が「使徒保羅の内生活」と題
                                                   
211 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、324 頁 
212 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、329 頁 
213 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 3 日）（三原、前掲書第 1 巻、188 頁） 
214 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 6 日）（三原、前掲書第 1 巻、188 頁） 
215 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、332 頁（1913 年） 
216「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、304 頁（1906 年。） 
217 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、342 頁（1915 年） 
218 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、305 頁（1906 年） 
219 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、308 頁（1907 年） 
220 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、302 頁（1905 年） 

















ハルの共立女子神学校在学中の現在入手可能な日記は、1914（大正 3）年 9 月から 12 月
までの 4 か月分のみであるが、その中にプラットの名前は幾度も登場する。 
一番初めのハルとプラットの出会いだと思われるのは、1914（大正 3）年 9 月 10 日「プ
ラツト様に会ふた」と日記に記した日である。この翌週の月曜日から、学校は始まる。そ





10 月 6 日には「ミスプラツトが生徒の為めに心配することを聞いて心の内に感謝する」225
と記している。 
それからおよそ 40 年後、1955（昭和 30）年ハルが単独でアメリカ伝道旅行に赴いた際、
7 月 15 日にニューヨークで「共立女子神学校長ミスプラツトを養老院にお見舞す」226と記
している。このハルの訪問から約 4 か月後、12 月 18 日にプラットは亡くなった。 
	 共立女子神学校では一生徒であったハルが、40 年後に元校長を訪問するということから
は、ハルにとって肯定的な関係がプラットとの間に築かれていたことを示している。ハル
が入学した後 4 か月目以降の日記は発見されていないが、日記のない卒業までの 2 年間半
                                                   
222 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、718 頁 
223 横浜共立学園六十年史編集委員編『横浜共立学園六十年史』横浜共立学園六十年史編集委員、昭和 8
年 
224 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 2 日）（三原、前掲書第 1 巻、188 頁） 
225 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 6 日）（三原、前掲書第 1 巻、189 頁） 







治 11）～1949（昭和 24））が担当していた228。 
城戸は、1892（明治 25）年偕成伝道女学校に入学、1899（明治 32）年に同校卒業した。
1899（明治 31）年229、偕成伝道女学校の教員に就任し、1943（昭和 18）年に退職している














また城戸は、指路教会では、1918（大正 7）年から 1922（大正 11）年まで執事として、
そして 1932（昭和 7）年から 1939（昭和 14）年までは長老として名が記録されている237。 
ハル在学当時は、城戸は 30 代の後半である。ハルよりも 10 歳ほど年長者である城戸の、
                                                   
227 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 14 日）（三原、前掲書第 1 巻、189 頁） 
228 城戸順については、次の文献に詳しい。阿部純子「城戸順と共立女子神学校」『横浜プロテスタント





230 「横浜共立学園資料集」編集委員会、前掲書、1028 頁 
231 阿部純子、前掲論文、2 頁 
232 横浜共立学園六十年史編集委員、前掲書、29 頁 
233 横浜共立学園六十年史編集委員、前掲書、121 頁 
234 「横浜共立学園 120 年のあゆみ」編集員会『横浜共立学園 120 年の歩み』横浜共立学園、1991 年、
262－263 頁、および横浜共立学園六十年史編集委員編、前掲書、358－359 頁 
235 日本キリスト教婦人矯風会編『日本キリスト教婦人矯風会百年史』ドメス出版、1986 年、170 頁 
236 日本キリスト教婦人矯風会、前掲書、1009 頁 














神学校とのつながりは大きい。ハル在学期間の 1914（大正 3）年から 1917（大正 6）年は、
指路教会牧師は、共立女子神学校の組織神学の教授でもあった毛利官治であったこともあ
り、共立女子神学校から学生が実習に訪れていたようである。ハルの日記にも、1914（大
正 3）年 11 月 5 日「毛利牧師の修養会」241や、11 月 22 日「指路、礼拝、洗礼式」242等の
記載がある。毛利や城戸の他、共立女子神学校と関係のある指路教会員として、次の者が
いる。聖書神学・基督教史教授の赤星仙太は 1910（明治 43）年から 1921（大正 10）年ま
で長老を務めた。また聖書日曜学科教授である三橋キク（旧姓：馬場）は、1911（明治 44）
年共立女子神学校を卒業したが、指路教会では 1926（大正 5/昭和 1）年から 1930（昭和 5）
年まで長老であった243。 









                                                   
238 「賀川豊彦記念松沢資料館所蔵賀川ハル関係資料一覧」（三原、前掲書第 3 巻、419 頁） 
239 「座談会・賀川ハルを語る」（2007 年）（三原、前掲書第 3 巻、108 頁） 
240 「地下幾千尺の暗黒に腰巻一枚で働いて居るではないか	 無産階級婦人解放を叫んで覚醒婦人協会演
説会」（三原、前掲書第 1 巻、386 頁） 
241 賀川ハル「1914 年日記」（11 月 5 日）（三原、前掲書第 1 巻、173 頁 
242 賀川ハル「1914 年日記」（11 月 22 日）（三原、前掲書第 1 巻、174 頁 
243 横浜指路教会百二十五年史編纂委員会(2004a)、268－275 頁	



































つであり、1888（明治 21）年 9 月にアメリカ南メソジスト監督教会のジェームズ・ウィリ
                                                   
245 例えば、1914（大正 3）年 1 月の日記に登場する回数だけでも、1 月 9 日、15 日、20 日、21 日、28



















例えば、上記と同じくハルの 1914（大正 3）年 1 月の日記では、1 月 15 日「夕飯は関西










ハルは 1921（大正 10）年から 1923（大正 12）年にかけて、長谷川初音と織田やすと共
に覚醒婦人協会の活動を展開するが、その二人は覚醒婦人協会活動当時、神戸女学院で教
                                                   
246 神田健次『W・R・ランバスの使命と関西学院の鉱脈』関西学院大学出版会、2015 年、56 頁参照。
賀川夫妻の長男・純基の妻・道子は、「神戸ランバス保母学校」の卒業生となっている（牧野、前掲書、
7 頁）。 
247 神田、前掲書、188－196 頁参照。 
248 賀川ハル「1914 年日記」（1 月 15 日）（三原、前掲書第 1 巻、141 頁） 
249 賀川ハル「1914 年日記」（1 月 17 日）（三原、前掲書第 1 巻、141 頁） 
250 賀川ハル「1914 年日記」（12 月 9 日）（三原、前掲書第 1 巻、144 頁） 







治 8）年には神戸山本通 4 丁目に「女学校」として設立され、1894 年（明治 27 年）には
名称も「神戸女学院」となり、さらに 1933 年（昭和 8）年には現在の西宮市岡田山に移転
する。 
豊彦も神戸女学院で教鞭をとっているが、豊彦が通った頃は山本通 4 丁目時代であり、























                                                   
252 ハルは、二冊の小説集を出版している。二冊とも 1947（昭和 22）年に発刊されたものであるが、執
筆されたのはいずれもそれよりも早い時期である。 
『太陽地に落ちず』（福音書房）は、「痛める葦」の題名で 1937（昭和 12）年に『キリスト新聞』（4



























































































                                                   





























場は神戸市吾妻通り 3 丁目 17 番地であり、豊彦の伝道所のあった神戸市葺合北本町 6 丁




256 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、48 頁） 
257 イギリスのメソジスト派説教者であり、救世軍の創設者であるウィリアム・ブース（William 
Booth）（1829 年～1912 年)のこと。 
258 ハルは、金色夜叉や滝沢馬琴の書物を好んでいた、と記している（賀川はる子『女中奉公と女工生
活』（三原、前掲書第 1 巻、30 頁））。 
259 1907（明治 40）年に創刊された『演芸画報』を指しているのではないだろうか。舞台写真、歌舞伎
演出の記録、劇評、脚本などが掲載されており、1943（昭和 18）年廃刊となる。 




































                                                   
261 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、45 頁） 






























思ひます」。また、1931（昭和 6）年 10 月 14 日付け、20 歳未婚女性からも、今は亡き酒乱
だった夫をもち、女手一つで自分と弟たちを養育してくれた母から離れたくないとの相談
には、「飲酒の恐ろしいことを、今更深く思はされます」と回答する。さらに、1931（昭和
6）年 11 月 9 日付け、27 歳未婚女性からの、酒乱の父がいるゆえに、縁談に躊躇している
という相談には、「酒と犯罪、酒と健康、単にこの二つだけ見ても恐るべき害毒から救はれ
度いものであります。」「小さく一家庭を考へても、その経済的方面も（中略）害こそあれ、
                                                   
263 賀川春子『月	 汝を害はず』（1947 年）（三原、前掲書第 2 巻、293 頁） 




































                                                   
265 賀川春子『月	 汝を害はず』（1947 年）（三原、前掲書第 2 巻、263 頁） 



































                                                   
267 賀川春子『月	 汝を害はず』（1947 年）（三原、前掲書第 2 巻、290 頁） 
268 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、44 頁） 
269 トマス・ジョン・ヘイスティングス、加山久夫訳「イエスの贖罪愛の実践～賀川豊彦の持続的証～」











この初出は 1938 年（昭和 13）年の『神の国新聞』270であった。『神の国新聞』は、豊彦の
























                                                   
270 賀川春子「荊の冠」『神の国新聞』（1938（昭和 13）年 1 月 19 日～11 月 2 日） 





































                                                   




































                                                   




































                                                   
274 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、48 頁） 
275 賀川ハル「1914 年日記」（3 月 19 日）（三原、前掲書第 1 巻、153 頁） 



































                                                   
277 賀川ハル「1914 年日記」（3 月 21 日）（三原、前掲書第 1 巻、154 頁） 
278 賀川ハル「1914 年日記」（10 月 5 日）（三原、前掲書第 1 巻、188 頁） 
279 「私と良人と仕事と」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、309 頁） 




































                                                   
281 賀川春子「化身のイエス」（1928 年）（三原、前掲書第 2 巻、102 頁） 
282 賀川春子「化身のイエス」（1928 年）（三原、前掲書第 2 巻、103 頁） 




































                                                   
284 賀川春子「信仰生活の試練」（1925 年）（三原、前掲書第 2 巻、56 頁） 
285 「夫豊彦とともに五〇年」（1960 年）（『月刊キリスト』12（11）、教文館、1960 年）（三原、前掲書




































                                                   
286 賀川ハル「おぼへ」昭和 45 年（1970 年）（三原、前掲書第 3 巻、149 頁） 
287 賀川ハル「おぼへ」昭和 47 年（1972 年）（三原、前掲書第 3 巻、147－6 頁） 




































                                                   
289 賀川ハル「おぼへ」昭和 45 年（1970 年）（三原、前掲書第 3 巻、149 頁） 





































                                                   









































第 1 節	 女性観の変遷：キリスト教信仰入信から市民社会活動初期を中心に 


















                                                   
292 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、47 頁） 
293 上記引用に登場するスラムに住む「婦人」、すなわち女性たちを指す。 



































                                                   
295 賀川ハル「1914 年日記」（2 月 26 日）（三原、前掲書第 1 巻、149 頁） 
296 賀川はる子『貧民窟物語』（1920 年）（三原、前掲書第 1 巻、77 頁） 
297 賀川ハル「1914 年日記」（3 月 7 日）（三原、前掲書第 1 巻、150 頁） 


































                                                   
299 新婦人協会は、多くの場合、1920 年結成とされているが、折井らは、1919（大正 8）年の婦人会関
西連合大会における新婦人協会創立の発表をもって新婦人協会結成年としている。（折井美耶子・女性の










えば、1914（大正 3）年 3 月には婦人矯風会の林歌子302や矢島楫子303の講演、また共立女













別する法律の改正」。（千野陽一『近代日本婦人教育史』1979 年、59 頁） 
302 林歌子（1865（元治 2）～1946（昭和 21）年）。1899（明治 32）年、日本基督教婦人矯風会大阪支
部を設立する。1914（大正 3）年には婦人会矯風会主催の演説会が神戸教会にて行われ､歌子が廃娼運動
について講演しているが、これがハルが聞いた講演だろう。 
303 矢嶋楫子（1833（天保 4）～1925（大正 14）年）。1886（明治 19）年、東京キリスト教婦人矯風会
を組織する。ハルが講演を聞いた 1914（大正 3）年は、全国組織である日本キリスト教婦人矯風会会頭
として活動し、1914（大正 3）年に女子学院院長を降りたばかりの頃であった。 
304 河井道（1877（明治 10）年～1953（昭和 28）年）。1912（明治 45）年、日本 YWCA 同盟総幹事に
就任し、1929（昭和 4）年、私立学校法人恵泉女学園（現在の恵泉女学園大学）を設立する。ハルが河
井の講演を聞いた 1914（大正 3）年は、河井の YWCA 時代の講演だったと思われる。 
305 賀川ハル「1914 年日記」（3 月 8 日）（三原、前掲書第 1 巻、151 頁）、（10 月 24 日）（三原、前掲書第
1 巻、191 頁）。 
306 賀川ハル「1914 年日記」（4 月 7 日）（三原、前掲書第 1 巻、158 頁） 






309 マーガレット・ヒギンズ・サンガー（1879～196 年）。アメリカの産児制限活動家。 





































                                                   
311 賀川ハル「1914 年日記」（3 月 10 日）（三原、前掲書第 1 巻、151 頁） 
312 賀川ハル「1919 年日記」（11 月 28 日）（三原、前掲書第 1 巻、245 頁） 
313 賀川ハル「1919 年日記」（12 月 1 日）（三原、前掲書第 1 巻、245 頁） 
314 賀川ハル「1920 年日記」（1 月 3 日）（三原、前掲書第 1 巻、249 頁） 

















	 ハルの女性観にとって 1910 年代は、上記のように婦人運動家の演説や書籍から婦人
運動に関連した知識を受容、蓄積する段階であり、それはハルの婦人運動という側点から
見るならば、準備期間といえるだろう。日本での婦人運動の興隆時期、ハル自身は 1912（明
治 45）年にキリスト教信仰に入信し、1913（大正 2）年に結婚、1914 年（大正 3）から 1917
（大正 6）年まで共立女子神学校に在籍、そして 1921（大正 10）年から 1923（大正 12）
年まで覚醒婦人運動の活動を展開した。 
まさに、日本の婦人運動の高まりの時期と、ハルの結婚から市民社会における活動拡大











第 3 項	 覚醒婦人協会活動時代：積極的女性観 
上記において、覚醒婦人協会の活動開始以前までのハルの女性観の変遷をみたが、次に、
                                                   





例えば、覚醒婦人協会を立ち上げる直前であった 1921（大正 10）年 2 月 12 日の新婦人
協会による「覚醒婦人大会」の演説草稿には、「男子も女子も共に人間として勝劣はないと




























                                                   
317 賀川はる「労働婦人の立場より」（1921 年）（三原、前掲書第 1 巻、339 頁） 
318 賀川はる子「婦人の覚醒」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、343 頁） 


















第 4 項	 まとめ：ターニング・ポイントとしての 10 年間 
	 雑誌『青鞜』が平塚らいてうらによって発行されたのが 1911（明治 44）年から 1916（大
正 5）年であり、母性保護論争が起こったのが 1918（大正 7）年から 1919（大正 8）年、
そして新婦人協会が活動したのが 1919（大正 8）年から 1922（大正 11）年という、日本の
近代女性史の始まりともいえるこの同時期、一方ハルは、1912 年にキリスト教信仰を持ち、
1913（大正 2）年に結婚し、1914（大正 3）年から 1917（大正 6）年まで共立女子神学校に












                                                   
320 稲垣久和『宗教と公共哲学－生活世界のスピリチュアリティ』東京大学出版会、2004 年、106 頁 




































                                                   
322 豊彦の社会事業を助けること。 
323 賀川春子「私と良人と仕事と」（『婦人之友』16（1）、婦人之友社、1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、


































                                                   
324 平塚らいてう「母性保護問題に就いて再び与謝野晶子に寄す」香内信子編『資料・母性保護論争』ド
メス出版、1984 年、111 頁 
325斎藤慶子『「女教員」と「母性」－近代日本における＜職業と家庭の両立＞問題』六花出版、2014
年、ii 頁 
326 斎藤、前掲書、18 頁 




































                                                   







第 2 項	 夫への従順と妻への愛：家庭における夫婦の協調 
（1）家庭への着目 





























                                                   
330 米合衆国長老教会によって 1913 年に大阪府堺市に開設した、現・学校法人堺キリスト学園開花幼稚
園だろうか。 





































                                                   


































                                                   
333 創世記 2 章 24 節『聖書	 新共同訳』日本聖書協会、1987 年 
334 賀川春子「家庭と宗教」（1928 年）（三原、前掲書第 2 巻、91 頁） 
335 「妻たちよ、主に仕えるように、自分の夫に仕えなさい。キリストが教会の頭であり、自らその体の
救い主であるように、夫は妻の頭だからです」（エフェソ 5:22－23）を指していると考えられる。 































しかし女性が参政権を獲得し行使する 1946（昭和 21）年以前である 1937（昭和 12）年の
時点で、キリスト教的価値観に基づき、夫婦の相互の歩み寄りという新しい夫婦像を描き
                                                   





340 賀川春子『太陽地に落ちず』（1947 年）（三原、前掲書第 2 巻、236 頁） 



































                                                   
342 賀川春子「家庭に宗教的な雰囲気を」（『女性教養』2 月（241）、日本女子社会教育会、1959 年）（三
原、前掲書第 3 巻、38 頁） 
343 賀川春子「家庭に宗教的な雰囲気を」（『女性教養』2 月（241）、日本女子社会教育会、1959 年）（三


































                                                   
344 賀川春子「家庭に宗教的な雰囲気を」（『女性教養』2 月（241）、日本女子社会教育会、1959 年）（三
原、前掲書第 3 巻、37 頁） 
345 賀川ハル「神を信じる母と子（二）」（三原、前掲書第 3 巻、82 頁） 
346 賀川ハル「神を信じる母と子（二）」（三原、前掲書第 3 巻、84 頁） 
347 賀川春子「家庭に宗教的な雰囲気を」（『女性教養』2 月（241）、日本女子社会教育会、1959 年）（三


































ハルと同様に、アメリカの教育学者であるネル・ノディングズ350もまた、著書 Starting at 
                                                   
348 賀川春子「家庭に宗教的雰囲気を」（『女性教養』2 月（241）、日本女子社会教育会、1959 年）（三
原、前掲書第 3 巻、38 頁） 
349 賀川ハル「神を信じる母と子（一）」（三原、前掲書第 3 巻、81 頁） 

































                                                   
アの倫理は、教育学、看護学、福祉学等の分野においても影響を与えている。邦訳には、『ケアリング：
倫理と道徳の教育－女性の観点から』（晃洋書房、1997 年） 、『教育の哲学：ソクラテスから”ケアリ
ング“まで』（世界思想社、2006 年） 、また『幸せのための教育』（知泉書館、2007 年） 等が出版さ
れている。 
351 Noddings, Nel, Starting at Home (University of California Press, 2002) 
352 Noddings, Starting at Home, 125. 




































                                                   
354 Noddings, Starting at Home, 301. 
355 Noddings, Starting at Home, 283. 













	 1929 年生まれのノディングズが上記の Starting at Home を出版したのは 2002 年である。
女性が家庭において家事・育児に専念するという伝統的性別役割分業への疑問を呈し、ア
メリカにおける第二波フェミニズム運動の始まりとされるベティ・フリーダン著 The 




















                                                   
357	邦訳は、三浦富美子訳『新しい女性の創造』（大和出版、1965 年）。 

































                                                   
359 賀川ハル「神を信じる母と子（三）」（三原、前掲書第 3 巻、88 頁） 
360 賀川ハル「母と子の宗教生活」（1952 年）（三原、前掲書第 2 巻、307 頁） 
361 「共和国の母」の概念については、次の文献を参照。有賀夏紀『アメリカ・フェミニズムの社会史』
勁草書房、1988 年、19－29 頁。リンダ・K・カーバー、ジェーン・シェロン・ドゥハード、有賀夏紀・
他訳『ウイメンズ	 アメリカ－資料編』（ドメス出版、2000 年）124－125 頁。鈴木周太郎「第 3 章	 新
たな共和国の建設に向けて－アメリカ革命と女子教育」（有賀夏紀・小檜山ルイ編『アメリカ・ジェンダ



































                                                   
362 小檜山（1992）、前掲書、285 頁 





































                                                   
365 賀川春子「家庭と宗教」（1928 年）（三原、前掲書第 2 巻、92 頁） 
366 小室淑恵『改訂版	 ライフワークバランス－考え方と導入法』日本能率協会マネジメントセンター、
2010 年、1 頁 













第 3 節	 『読売新聞』身の上相談欄「悩める女性へ」への回答に見るハルの結婚観 
第 1 項	 ハル史料における本史料の意義 


















                                                   
368 『賀川ハル史料集』に所収されているこの時期の公の執筆は、松沢教会設立に関する二件（1930
年）、告別式での弔辞草稿一件（1930 年頃と推定されている）、基督家庭新聞における「現代社会に於け









	 読売新聞が身の上相談を最初に掲載したのは 1914（大正 4）年 5 月であり、これは 1923
（大正 11）年まで続いた。この時には、回答者名はなかったとされる369。そして読売新聞
は 1931（昭和 6）年 7 月より、回答者名を記しての身の上相談を「悩める女性へ」として
再開する。1937（昭和 12）年 5 月にかけて、合計 1284 回掲載された。そして第二次世界















場するのは、1931（昭和 6）年 9 月 9 日から 11 月 13 日に集中している。おそらく、豊彦
が同年 7 月にカナダトロントで開催された世界 YMCA 大会に参加するために、7 月 7 日に
横浜を出港し、11 月 12 日に横浜に帰港するまで日本を離れていたため、その期間の豊彦
に代わるピンチヒッターとしてハルが回答したのではないかと推測できる。 
 
第 2 項	 ハルによる回答概要 
	 回答欄におけるハルによる回答は、次のように分類される。 
 
相談	 28 件中 
未婚女性 19 名 
                                                   
369 金子幸子「昭和先前期の身の上相談－『読売新聞』相談欄と川崎なつの思想」（『近代日本女性論の系
譜』不二出版、1999 年、210 頁） 
370 「悩める女性へ」の概要部分に関しては、次の文献に負っている。金子幸子、前掲書、206－236 頁 





既婚女性 9 名 
 
相談者年代 
10 代 3 名 
20 代 15 名 
30 代 1 名 
40 代 1 名 
不明 8 名 
 
相談内容 
妻子ある人との不倫 6 件 
夫の不倫 6 件 
恋人との結婚に家族が反対 3 件 
結婚に対して積極的になれない 3 件 





各 1 件 
 
	 上記の統計からは、次の点をよみとることができる。まず、未婚女性からの相談が既婚










1931（昭和 6）年 9 月 28 日付けの 29 歳既婚で二児を持つ女性は、次のように相談をよせ








たかどうか、という夫に対する妻の態度に言及する。また、1931（昭和 6）年 10 月 16 日






























                                                   
372 小山静子『良妻賢母という規範』勁草書房、1991 年 
110 
 


































                                                   























ハルは、1931（昭和 6）年 9 月 15 日付け「私の命をかけて愛する人は最早妻もあり子も
ある」という女性には、「彼ときつぱり思ひきるべきだと思ひます、それは少くも彼の妻と







と、先と同様に、一夫一妻制をゆずらない。そして、1931（昭和 6）年 11 月 4 日付け、妻
子ある男性と恋仲になったという 28 歳既婚女性に対しても、「今心を改めてご主人を終生
の夫として、家庭に心を据ゑてください」として、一夫一妻制を示す。さらに 1931（昭和
6）年 10 月 19 日付け 24 歳未婚女性からの、結婚を考えている男性は過去に他の女性との
                                                   
374 桑原桃音「配偶者選択の歴史社会学のための文献研究(2)‐明治から戦前までの結婚観に関する諸研究











































































































第 4 項	 まとめ 
「悩める女性へ」への回答欄にみたハルの結婚観は、次のようにまとめられるだろう。
第一に、夫に仕える、両親を敬う姿勢を尊ぶという伝統的結婚観と同時に、家庭において
                                                   
375 新共同訳聖書（日本聖書協会）I テモテ 3：2、3：12、テトス 1：6 など。 

















第 4 節	 豊彦の女性観 















                                                   
377 金子啓一「賀川豊彦『女性論』とその周辺－キリスト教倫理の立場から－」（『賀川豊彦研究』14
号、本所賀川記念館、1988 年、10－17 頁） 
378 杉山博昭「賀川豊彦の廃娼思想」（『賀川豊彦学会論叢』第 5 号、1990 年、79―88 頁） 
379 倉橋克人「女性史における賀川豊彦」1－13 シリーズ（『福音と世界』信教出版社、1991 年－1993
年） 





































                                                   
381 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』キリスト新聞社、1963 年、342 頁） 
382 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』321 頁） 


































                                                   
384 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』342 頁） 
385 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』319 頁） 
386 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』306 頁） 


































                                                   
388 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』319 頁） 
389 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』334 頁） 
390 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』319 頁） 
391 鈴木裕子編『女性運動史料集成	 第 2 巻	 思想・政治 II』（不二出版、1996 年、26 頁）参照。 
392 永原和子「良妻賢母主義教育における『家』と職業」（女性史総合研究会編『日本女性史	 第 4巻』



































                                                   
393 永原、前掲書、178―179 頁 
394 今井けい『イギリス女性運動史－フェミニズムと女性労働運動の結合』日本経済評論社、1992 年、
17 頁 
























第 3 項	 男女の協働 












                                                   






































                                                   
397 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』310 頁） 
398 賀川豊彦「女性讃美と母性崇拝」（1937 年）（『賀川豊彦全集 7』338 頁） 
































                                                   
400 国立社会保障・人口問題研究所「第 15 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）」
http://www.ipss.go.jp/ps-doukou/j/doukou15/doukou15_gaiyo.asp（2016 年 9 月 23 日最終閲覧） 
401内閣府男女共同参画局「男女共同参画白書 平成 25 年版」第 1 部	 男女共同参画社会の形成の状況・
第 2 節	 女性の労働力率（Ｍ字カーブ）の形状の背景






































                                                   
403 最晩年の数年は、近隣に住む知人宅への訪問を日課とするなど、亡くなる直前まで身体は健康であっ
たが、認知症の症状があった。（2016 年 1 月 21 日松沢資料館に於いて吉川俊子氏より聞き取り）1979













第 4 章	 ハルの市民社会理解 
 
序 
第 4 章では、ハルの市民社会に対する理解に着目し、その特徴を考察する。第 1 節にお
いて、ハルがキリスト教信仰を持つ以前から、その後にかけての市民社会理解の開示過程









第 1 項	 第一期	 キリスト教信仰入信前：限定された市民社会への関心 
ハルにとって市民社会との出会いは、叔父である村岡平吉が経営する合資会社に勤務を

















                                                   




































                                                   
405 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、32－33 頁） 
406 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、2 頁） 




































                                                   
408 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、47 頁） 
409 鍋谷、前掲論文、66 頁 
410 鍋谷、前掲論文、68 頁 
411 鍋谷、前掲論文、66 頁 




































                                                   
413 雨宮（2005）、前掲書、63 頁 
414 鍋谷、前掲論文、66 頁 
415 雨宮（2005）、前掲書、86 頁 




































                                                   
417 賀川はる「大きい感動」（『婦人之友』16（6）、婦人之友社、1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、360
頁） 


































                                                   
419 賀川豊彦『賀川豊彦全集 14』キリスト新聞社、1964 年、158 頁 
420 賀川豊彦『賀川豊彦全集 24』キリスト新聞社、1964 年、368－369 頁 
421 トマス・ジョン・ヘイスティングス「賀川豊彦－科学的な神秘主義者」（『モノ学・感覚価値研究』第
8 号、京都大学こころの未来研究センター	 モノ学・感覚価値研究会、2014 年 3 月 13 日、20 頁） 



























15）年 8 月 25 日、豊彦は反戦運動の嫌疑で渋谷憲兵隊に拘引され、9 月 13 日に釈放され
るまで巣鴨拘置所で過ごすが、その時の状況をうたっているのだろう。またその後、豊彦







                                                   
423 賀川ハル「1914 年日記」（4 月 29 日）（三原、前掲書第 1 巻、163 頁） 


















第 3 項	 第三期：市民社会的活動中期以降：市民社会への視点の広がり 
（1）視点と交流の拡大 
ハルは 1914（大正 3）年から 1917（大正 6）年にかけて、豊彦がアメリカに留学してい
る同じ期間、横浜の共立女子神学校に在学し、卒業後、再び神戸に戻り夫妻でスラム活動
を再開した。その後のハルの視点は、市民社会へとより広く開かれていく。その視点の広














                                                   
426 賀川はる「隠れたる真珠の発見」（1921 年）（三原、前掲書第 1 巻、315 頁） 



































                                                   
428 賀川はる「きもの」（1954 年）（三原、前掲書第 1 巻、364 頁） 
429 賀川ハル「1919 年日記」（11 月 28 日）（三原、前掲書第 1 巻、245 頁） 
430 『覚醒婦人』第十八号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、416 頁） 
431 賀川はる子『貧民窟物語』（1920 年）（三原、前掲書第 1 巻、133 頁） 
432 賀川はる子「工場より貧民屈へ」（1920 年）（三原、前掲書第 1 巻、280 頁） 




































                                                   





































































第 1 項	 「組合」との出会い 
ハルが初めて組合らしきものに触れるのは、女工時代の合資会社での組合であった。「英
国式」で組織され、「子供心にも」優れていると感じたという。 
                                                   































                                                   
436 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、27 頁） 
437 1909（明治 42）年に永眠したハルの伯母である村岡はなが、「斉がロンドンへと発った８日後に亡く
なった」（村岡恵理『アンのゆりかご－村岡花子の生涯』マガジンハウス、2008 年、132 頁）とあるこ
とから、斉のロンドン留学は 1909（明治 42）年から 3 年間と推測できる。ハルは、神戸の港から英国
へと出発した斉の見送りに行ったことを記している（三原、前掲書第 1 巻、38 頁）。福音印刷合資会社
に「葬式組合」が設立された正確な年は不明であるが、ハルの女工としての手記の比較的初期に記され
ていることから、1904（明治 37）年に女工として働き始めて数年の内の出来事とも推測できる。なお、
村岡斎は、1894（明治 27）年 8 月 26 日に幼児洗礼を受けており、また 1921（大正 10）年、1923（大
正 12）年 9 月 1 日関東大震災による死去までの期間、横浜指路教会の執事として記録されている。（横
浜指路教会百二十五年史編纂委員会(2004b)、前掲書、425 頁） 


































                                                   


































                                                   
440 賀川春子「感謝すべき青年の群れ－神戸時代の物語」（（『雲の柱』15（10）、雲の柱社、1936 年）（三
原、前掲書第 1 巻、229 頁） 
441 賀川ハル「労働婦人と保険問題」（1919～23 年頃）賀川春子「感謝すべき青年の群れ－神戸時代の物
語」（『雲の柱』15（10）、雲の柱社、1936 年）（三原、前掲書第 1 巻、229 頁））（三原、前掲書第 1 巻、
437 頁） 


































                                                   
443 賀川豊彦「新協同組合要論」（1947 年）（『賀川豊彦全集 11』、キリスト新聞社、1963 年、505－506
頁） 
444 Toyohiko Kagawa, Brotherhood Economics, New York: Harper & Brothers, 1936, p.13 
445 賀川ハル「おぼへ」（1967 年）（三原、前掲書第 3 巻、153 頁） 
446 賀川ハル「おぼへ」（1969 年）（三原、前掲書第 3 巻、150 頁） 



































                                                   
448 稲垣（2009b）、前掲論文、270 頁 
449 賀川ハル「1920 年日記」（10 月 10 日）三原、前掲書第 1 巻、264 頁 



































                                                   
451 賀川春子「感謝すべき青年の群れ－神戸時代の物語」（『雲の柱』15（10）、雲の柱社、1936 年）（三
原、前掲書第 1 巻、231 頁） 
452 賀川春子「感謝すべき青年の群れ－神戸時代の物語」（『雲の柱』15（10）、雲の柱社、1936 年）（三




























第 1 項	 女中としての労働 
覚醒婦人協会は労働女性の人権のための活動であったが、ハル自身も 14 歳の一年間は






                                                   
453 賀川春子「現代社会に於ける無産婦人の使命」（1932 年）（三原、前掲書第 2 巻、129 頁） 


































                                                   
455 賀川はる「女中奉公の一年」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、52 頁） 
456 賀川はる「女中奉公の一年」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、54 頁） 
457 賀川はる「女中奉公の一年」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、54 頁） 
458 賀川はる「女中奉公の一年」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、55 頁） 



































                                                   
460 賀川はる「女中奉公の一年」（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、57 頁） 
461 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、22 頁） 
462 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、37 頁） 




































                                                   
464 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、24 頁） 
465 賀川はる子「工場より貧民屈へ」（1920 年）（三原、前掲書第 1 巻、278 頁） 




































                                                   
467 石原廣文「死線を越えて―愛の伝道者賀川豊彦氏夫妻の半生」（三原、前掲書第 1 巻、239 頁） 




































第 5 節	 平和 
                                                   
469 水田珠枝『女性解放思想史』筑摩書房、1979 年、234 頁 
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第 1 項	 限定された資料 










第 2 項	 友愛による平和 
ただ、戦中そのものではないとしても、戦前、戦後のハルの平和に関する発言をたどる
ことにより、そこから平和に対するハルの思想を読み解く可能性が残されている。 












第 3 項	 神の前に一つ 
この執筆の次の平和に関する発言は、第二次世界大戦終結から 5 年経過した 1950（昭和
                                                   
470 日本基督教団松沢教会『のぞみ別冊	 平和への祈り―私の戦争体験記』日本基督教団松沢教会、2008
年 
471 日本基督教団松沢教会、前掲書、30、31、47、52 頁、等。 
472 『日曜世界』（のち『基督教家庭新聞』と改題）は、西坂保治（1883（明治 16）～1970（昭和 45））





473 賀川春子「現代社会に於ける無産婦人の使命」（1931 年）（三原、前掲書第 2 巻、128 頁） 
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474 賀川春子「社会事業家の妻として四十年」（1950 年）（三原、前掲書第 2 巻、304 頁） 
475 松沢資料館所蔵資料 
476 賀川ハル「主のご支配を祈る－世界婦人祈祷日のメッセージ」（1967 年）（三原、前掲書第 3 巻、63
頁） 
477 賀川ハル「1973 年 1 月 24 日」日記（三原、前掲書第 3 巻、198 頁） 
478 賀川ハル「1973 年 1 月 26 日」日記（三原、前掲書第 3 巻、198 頁） 
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想等を確証するため、1930 年代から 40 年代にかけてのハルの執筆のさらなる発見が望ま
れる。また、豊彦の平和観との比較検討も今後の研究課題である。 
	   






















































これは、英語で発表された豊彦の Brotherhood Economics484の一節であるが、1930 年代の
アメリカ人読者を想定しての記述であることを踏まえると、「宗教」とは「キリスト教」
                                                   
480 トマス・ジョン・ヘイスティングス「賀川豊彦－科学的な神秘主義者」（『モノ学・感覚価値研究』第
8 号、京都大学こころの未来研究センター	 モノ学・感覚価値研究会、2014 年 3 月 13 日、25 頁） 
481 賀川はる「大きい感動」（『婦人之友』16（6）、婦人之友社、1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、361
頁） 
482 賀川豊彦「キリスト教兄弟愛と経済改造」（1936 年）（『賀川豊彦全集 11』キリスト新聞社、1963
年、189 頁） 
483 Toyohiko Kagawa, Brotherhood Economics, New York: Harper & Brothers, 1936, p.48 

































                                                   
485 賀川豊彦「キリスト教兄弟愛と経済改造」（1936 年）（『賀川豊彦全集 11』キリスト新聞社、1963
年、189 頁） 
486 賀川豊彦「キリスト教兄弟愛と経済改造」（1936 年）（『賀川豊彦全集 11』キリスト新聞社、1963
年、212 頁） 
487 トマス・ジョン・ヘイスティングス、加山久夫訳「イエスの贖罪愛の実践～賀川豊彦の持続的証～」





































490 賀川はる「隠れたる真球（珠）の発見」（1921 年）（三原、前掲書第 1 巻、315 頁） 
491 賀川春子「貧民窟における祈祷の生活」（1921 年）（三原、前掲書第 1 巻、311 頁） 
492 賀川春子『月	 汝を害はず』（1947 年）（三原、前掲書第 2 巻、293 頁） 



































                                                   
494 A.E. マクグラス、稲垣 久和・豊川慎・岩田三枝子訳『キリスト教の霊性』教文館、2006 年 
495 James D. Bratt, Abraham Kuyper: A Centennial Reader (Grand Rapids: Eerdmans, 1998), 461. 
496 雨宮（2005）、前掲書、239 頁 




































                                                   
498 賀川春子『月	 汝を害はず』（1947 年）（三原、前掲書第 2 巻、278 頁等） 





























                                                   
500 小野、前掲書、292 頁 
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501 大正期の新しい信徒像については、次の文献を参照。小野、前掲書、226－230 頁 
502 キリスト教史学会編『植民地化・デモクラシー・再臨運動－大正期キリスト教の諸相』教文館、2014
年、14 頁 
503	「職業婦人を中心とする『覚醒婦人会』生る」（1921 年）（三原、前掲書第 1巻、378 頁）	


































                                                   
505 例えば、鈴木裕子「ある女性活動家の軌跡―小宮山富恵にみる－」（『女たちの近代』近代女性史研究
会編、柏選書、1978 年、295 頁）。 
506 例えば、松倉真理子「もう一人の婦人運動家 ― ガントレット恒子(一九二〇年代における) ―」（『キ
リスト教社会問題研究』 第 51 号、同志社大学人文科学研究所キリスト教社会問題研究会、2002 年、85
－112 頁）。  
507 例えば、堀久美「『新しい公共』を担う女性の活動の可能性 ：女性活動団体メンバーへのインタビュ












第1期	 1970 年頃以降	  
豊彦の没後、かつハル存命中。ハルの小伝的内容が複数ある。 
 
第2期	 1980 年頃以降	  
ハル最晩年期。婦人運動史の研究の深まりの時期でもある。 
 
第3期	 1990 年頃以降	  
ハルの没後。客観的なハル研究の始まりである。 
 







	 教育や福祉などの分野で貢献を果たした明治生まれの 20 人のキリスト者女性が紹介さ







                                                   
508 高見沢潤子「賀川はる」『ニ〇人の婦人たち』教文館、1969 年、309－323 頁 




































                                                   
510 佃、前掲書、166 頁 
511 前田ケイ「賀川ハル」（五味百合子編『社会事業に生きた女性たち―その生涯としごと』ドメス出


































                                                   
512 内閣府男女共同参画局
http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h25/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-02-01.html（2014
年 6 月 4 日最終閲覧） 
513 鈴木（1978）、前掲書、296－297 頁 
































                                                   
515 鈴木（1978）、前掲書、296 頁 
516 鈴木（1978）、前掲書、296－297 頁 
517 鈴木（1978）、前掲書、297 頁 
518 千野、前掲書 
519 千野、前掲書、240 頁 



























（2）鈴木裕子編『日本女性運動資料集成	 第 4 巻	 生活・労働 I』523  
日本の女性に関する運動に関連する資料を集めた全 10 巻の第 4 巻目にあたり、1914（大








                                                   
521 白石、前掲論文、163－178 頁 
522 白石、前掲論文、178 頁） 
523 鈴木裕子編『日本女性運動資料集成	 第 4 巻	 生活・労働 I』不二出版、1994 年 






本書は、文献の全 1 冊にわたってハルの生涯を取り上げた初めての研究である。301 ペ
























                                                   
525 加藤、前掲書 





528 近現代日本女性人名事典編集委員会、前掲書、87 頁 
529 近現代日本女性人名事典編集委員会、前掲書、143 頁 
530 近現代日本女性人名事典編集委員会、前掲書、255 頁 


































                                                   
532 雨宮（2005）、前掲書 
533 高木正江「賀川春子」（折井（2009）、前掲書、65－67 頁） 
534 三原、前掲論文、76－87 頁）。『賀川ハル史料集』のあとがきと重複した内容となっている。 
535 三原、前掲論文、81－84 頁 
536 三原、前掲論文、83 頁 



































                                                   



















毎月発行され、最終的に 20 号まで発刊される。 
5 月 10 日 新婦人協会の演説会で、ハルが「覚醒婦人協会」会長として演
説する。 
12 月 26 日 ハルは長男を出産。 
1923（大正 12）年 
4 月 21 日 






5 月 11 日 ハルの自宅で委員会が開かれる544。 
9 月 1 日 関東大震災が起こる。その後、被災地の救済活動のために賀川
一家は関東に移る。 
 
『覚醒婦人』は 1923（大正 12）年 8 月 20 日発行が最後となった。それ以降、ハルの日
記等の現在発見されている資料をみる限りでは、覚醒婦人協会の再開の記録はみられない。 
会費は、正会員は女性のみで当初は一月 10 銭であり、会の事業内容に賛同するものは男
                                                   
540	この覚醒婦人運動の時間的経緯については以下の文献を参照。三原による『賀川ハル史料集』第 3 巻
（緑蔭書房、2009 年）の「史料集解説」（435－438 頁）、及び「愛妻	 ハルの幸い、社会の幸い」（三
原、前掲論文）。 
541 「職業婦人を中心とする『覚醒婦人会』生る」（1921 年）三原、前掲書第 1 巻、378 頁、他。 
542 「惨めな彼女達を救へと労働婦人の為に気を吐いた賀川婦人と、『真の友情』の為に力説する織田女
史」（1921 年）三原、前掲書第 1 巻、380 頁 
543 『賀川ハル史料集』第 3 巻（緑蔭書房、2009 年）の「史料集解説」（437 頁）には「二九日」とある
が、『覚醒婦人』第十七号には、「第一回宣伝演説会」を「四月二十五日」に行った、と報告されている





女問わず 10 銭を納入して賛助会員となることができた545。ただし、『覚醒婦人』17 号には
「総会に於て 5 月より会費が 20 銭に値上可決致されました」との記述がある。546 
ハルと共に発起人となった二人についても触れておきたい。 
長谷川初音は、1890（明治 23）年に生まれ、1979（昭和 54）年に亡くなっている。1912









38）年にキリスト教の洗礼をうけたのち、1911（明治 44）年から 1917（大正 6）年まで神
戸女学院で教鞭をとる。その後、渡米し、オベリン大学、大学院で聖書文学を専攻する。
帰国後 1920（大正 9）年から 1921（大正 10）年にかけて再び神戸女学院にて聖書及び国語
を担当552し、1928（昭和 3）年まで旧約を教える。河井道が 1929（昭和 4）年に恵泉女学
園を開校した 2 年後の、1931 年（昭和 5 年）、恵泉女学園国語科の教員を務めるが、その
後カトリック教徒となり、1942（昭和 17）年 3 月で恵泉女学園を離れた。恵泉女学園校歌
の作詞者でもあり、讃美歌の邦訳（28 番、76 番など）も行った553。 
このように、長谷川初音も織田やすも、キリスト教女子教育に携わるなど、信仰や女性
の生き方に対する高い意識を持っていたキリスト者であったことがわかる。豊彦が 1917
                                                   
545	「覚醒婦人協会」（1922 年）（三原、前掲書第 1巻、389 頁。）	
546	例えば、新婦人協会の場合は、正会員の会費は月 50 銭、第一種賛助会員（男女）は月 1 円、第二種
賛助会員（男女）は無料、維持会員（男女）は月 5 円以上または一時に 500 円以上となっている（折井
（2006）、前掲書、143 頁）。たとえば、1922（大正 11）年 7 月 21 日の東神ゴム女工争議の記事に「女
工達の平均給料は従来一日六七十銭」（http://www.core100.net/lab/pdf_torikai/017.pdf）（2016 年 3 月
30 日最終閲覧）とあるので、現代の感覚に直して、一日工場勤務をして約 6000～7000 円（時給 850 円
×8 時間＝6800 円）とすると、10 銭というのは、1000 円くらいの感覚だろうか。ちなみに、17 年遡る
1905（明治 38）年当時、ハルの 16 歳の製本工場での初任給は日給に換算すると 12 銭であった。もし、
そのように計算すると、新婦人協会の維持会員は月 5000 円程度、ということになるだろうか。	
547	神戸女学院百年史編集委員会『神戸女学院百年史―各論』神戸女学院、1981 年、336、696 頁 




550 「男女共存のために婦人参政権を」（『女性同盟』6 号、1921 年 3 月） 






（大正 6）年から 1922（大正 11）年まで神戸女学院で社会学の教鞭をとっていたことから
554、その期間に長谷川や織田との交流が始まったのかもしれない。 
 
第 2 項	 事業の宣言文・綱領 
























                                                   
554 竹中、前掲書、「資料」2 頁 
555 濱は、『主婦之友』『婦人倶楽部』『婦人公論』の目次を調査し、「職業婦人」の用語が初めて記事に掲
載されたのは、『主婦之友』『婦人倶楽部』においては 1921 （大正 10 ）年 6 月号であり、『婦人公論』




556 「覚醒婦人協会（1922 年）」（三原、前掲書第 1 巻、389 頁）では、1922（大正 11）年発行『日本労
働年鑑』からの出典となっているが、1921（大正 10）年 5 月 20 日の『労働者新聞』の記事内容に照ら




































                                                   





































                                                   
559 鈴木（1994）、前掲書、209 頁 
560 鈴木（1994）、前掲書、198 頁 





































                                                   









































婦人』の書誌分析を行う。『覚醒婦人』は 1922 年 1 月から 1923（大正 12）年 8 月にかけて
発行され、20 号まである。現在入手可能な号は、2 号、11 号、17 号、18 号、19 号、20 号










号 発行年月日 ページ数 
2 号 1922（大正 11）年 2 月 28 日 8 ページ 
11 号 1922（大正 11）年 11 月 20 日 8 ページ 
17 号 1923（大正 12）年 5 月 20 日 8 ページ 
18 号 1923（大正 12）年 6 月 20 日 8 ページ 
19 号 1923（大正 12）年 7 月 20 日 8 ページ 
20 号 1923（大正 12）年 8 月 20 日 8 ページ 
 






                                                   
563	このうち、第十一号は『賀川ハル史料集』には未収であったが、第十一号は発見されている機関誌の
中で唯一の中期にあたる号として、覚醒婦人協会の初期から後期への移行の経過を知らせてくれる貴重
な手立てとなる。『日本女性運動資料集成－生活・労働 I』第 4 巻（鈴木（1994）、前掲書、198 頁）に
は、第十六号のコピーが掲載されていることから、入手可能な号であるとして継続調査中である。ま
た、賀川豊彦指導による大阪の共益社の機関誌『新生活』では、『覚醒婦人』16 号からの記事抜粋が掲




る。（http://d.hatena.ne.jp/kagawa100/20140612）（2014 年 11 月 21 日最終閲覧） 
564 例えば、新婦人協会の機関誌『女性同盟』は、通算 16 号が発刊され、創刊号は 60 ページ余りで、創





男性執筆者 9 名 
女性執筆者 19 名 






2 号では、11 名の執筆者のうち、性別の判明する限り全員が女性だが566、11 号では 7 名























                                                   
565	『覚醒婦人』第十七号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、405 頁） 
566 11 名の執筆者のうち、10 名が女性。1 名は性別不明。	
567 近代女性史研究会『女たちの近代』柏書房、1978 年、296－297 頁 








2 号 27 人 
11 号 30 人 
17 号 6 人 
18 号 15 人 
19 号 8 人 
20 号 7 人 




に 260 名、大阪に 90 名、京都に 60 名、東京に 40 名、その他岡山、和歌山、姫路、福岡各
地に支部があるとされている569。そのままの数を計算するならば、人数の記載されていな











兵庫県 32 人 
大阪 10 人 
京都 7 人 
それ以外の国内 42 人 
                                                   
569 「覚醒婦人会大阪支部の新しい大計画－大阪婦人会の新機運（六）」（一九二三年）（三原、前掲書第
1 巻、388 頁） 
570 『覚醒婦人』第十八号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、416 頁） 
571 折井（2009）、前掲書、14 頁 
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男性 23 人 
女性 64 人 














                                                   
572 『覚醒婦人』第十一号、1922 年、8 頁 
573	「神戸に新しく覚醒婦人会	 職業婦人を中心として」（1921 年）（三原、前掲書第 1巻、379 頁） 




























                                                   
575 三原、前掲論文、83 頁 
576	「覚醒婦人協会	 又新しい婦人団体が生れた	 覚醒婦人新聞を発行計画」（1921 年）（三原、前掲書第
1巻、379 頁）。『女性同盟』は発刊当初は一部 25 銭であったが、その後、30 銭に値上げされた（折井
（2006）、前掲書、146-7 頁）。『覚醒婦人』は、会費が当初 1 か月 10 銭であったが、17 号で「20 銭に
値上げ」とされている。『女性同盟』のページ数が創刊号で 60 ページ余りであったことに対して『覚醒
婦人』は 8 ページなので、『女性同盟』が『覚醒婦人』よりも「高い」とは単純に言い切れないだろう。 
577 短編創作、の意味。 
578 『覚醒婦人』第十七号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、408 頁） 




国勢調査によれば、工業に従事する女性は約 158 万であり、また、1930 年代前半までは、工場労働者の
過半数は女性であったとされている（総合女性誌研究会編『時代を生きた女たち―新・日本女性通史』
朝日新聞出版、2010 年、174－195 頁参照）。 




























2 号 1922（大正 11）年 2 月 28 日発行 
表題 内容 執筆者 
フェビアン婦人会について フェビアン会の概要 大原社会問題研究所	 丸岡 
覚醒の一路（一） 婦人参政権問題について 木村和子 
或る日の歌（一）（二）（三） 短歌 とみゑ584 
永遠の平和を望んで 愛による平和の実現・「神に 馬島博子585、（1921（大正 10）
                                                   
582	鈴木（1980）、前掲書、20 頁	
583	「神戸又新日報」(1922 年 7 月 21 日)（http://www.core100.net/lab/pdf_torikai/017.pdf）（2014 年 7







年 12 月 19 日神戸兵庫イエ
ス団友愛救済所に於いて） 
オーロラの下より 詩 孤獨子 
女教員として 手紙・信仰の言及あり 井上春枝 
覚醒 詩 山口春花 
生活の河 婦人の団結 蛇いちご 
編集室より 諸案内 執筆者記載なし 
或る手紙 おはぎ売りの体験 T 子 




新入会員 名簿 執筆者記載なし 
 
11 号	 1922（大正 11）年 11 月 20 日発行 




















働かねば食へぬ少女 低年齢の女子労働実態 村島歸之 
婦人運動の中心 職業婦人たちの問題改善の 小宮山富恵588 
                                                   
586 （四）とあるからには、これ以前の号に（一）～（三）が掲載されていたはずである。 
587 武内勝の昭和 2 年月 2 日記に「藪下兄が神経衰弱であり」とあるが、同一人物か？ 
/k100.yorozubp.com/otakara/090906.htm（2014 年 7 月 28 日閲覧）ハルの日記には、たびたび「藪
下」の名前が登場する。例えば、1920（大正 9）年 10 月 3 日、11 日（賀川ハル「1920 年日記」（三
原、前掲書第 1 巻、263 頁））、1923（大正 12）年 5 月 30 日（賀川ハル「1923 年日記」（三原、前掲書












家いづる前後 詩 火の国の人 




会計報告等 案内 執筆者記載なし 
編集だより  松浦589 
 
17 号	 1923（大正 12）年 5 月 20 日発行 
















































牙をぬかれた狼591 小説 小見山592 




村のお鶯 小説 しろせ 












                                                   
590 林てる（1900（明治 33）～1923（大正 12））。東京女子大在学中から山川菊栄の社会主義婦人運動の
思想に傾倒し、1922（大正 11）年京阪地方で「関西婦人」を組織し、女子工員たちと研究会をつくる。
1923（大正 12）年、24 歳で没。 
591 「山川菊枝の社会主義的寓話『牙をぬかれた狼』（水曜会パンフレットとして 1921（大正 10）年 10
月発行（から）・・・再録転載）鈴木（1994）、前掲書、37 頁 
592 すでに改造社に移動しただが、その後も寄稿していることからすると、小宮山富恵の可能性がある。 
593 奥田宗太郎（1889（明治 22）～1945（昭和 20））。1922（大正 11）年、総同盟神戸合同組合にはい
り、神戸地方評議会政治部長、労働農民党神戸支部長などをつとめる。1945（昭和 20）年、57 歳の時
に空襲で亡くなる。 
594 18 号に（三）が記載されていることからすると、16 号には（一）が記載されていたものと思われ
る。 












18 号	 1923（大正 12）年 6 月 20 日発行 
































編集室 5 月 21 日にジェーン・アダ
ムズ来訪あり 
執筆者記載なし 
神戸購買組合 広告  
                                                   
スト者が含まれていた可能性もある。 
598 416 ページの「会務報告」によると、6 月 9 日女子基督教会館において開催された 6 月の例会におけ
る講演原稿と思われる。 
599 「中」というからには、これ以前の号に「上」が記載されていたのだろう。 





19 号	 1923（大正 12）年 7 月 20 日発行 



















牙をぬかれた狼（三） 小説 執筆者記載なし 
会務報告 会計報告、新入会員 執筆者記載なし 







20 号	 1923（大正 12）年 8 月 20 日発行 









鐘紡の無料診断と産院 無料の産院を作ってほしい W 子 












































                                                   







































                                                   









































































                                                   
608 『覚醒婦人』第十九号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、424 頁） 
609 『覚醒婦人』第十七号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、405 頁） 
610 『覚醒婦人』第十九号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、419 頁） 
611 『覚醒婦人』第二十号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、429 頁） 
612 『覚醒婦人』第十七号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、405 頁） 





































                                                   











したがって明確になる。2 号では、詩の欄が 6 つの他、日記が 1 ページ、手紙形式の記事
が 3 ページであり、これらの計 5 ページは体験談的要素の強い内容となっている。11 号に
なると、詩は 2 編のみと減少し、創作物語はなく、それらに代わって協同消費組合運動の
記事が 2 ページ、子女の労働事情に関する実情調査が 1 ページの他、婦人大会出席の報告
や組合運動の必然性を説く記事など、学術的かつ啓蒙的記事が紙面の半分以上を占めるよ
うになる。17 号から 20 号までも同様の傾向がみられ、組合や、経済、労働問題に関する
啓蒙的記事が常に紙面の半分以上を占める。具体的には、11 号で藪下正太郎は、覚醒婦人
協会がめざすべき組合としてイギリスの女性による消費組合を紹介し、小宮山富恵も組合





年代半ば以降のことである。石月は、1910 年代から 1920 年代の女性労働者の組織率の低
さをあげ、最初の女性の紡績労働組合が結成されたのが 1922 年であったことを指摘する
615。全関西婦人連合会代表者会で「消費組合の全国的連盟」があげられるのは 1925 年であ









                                                   
615 石月静恵『戦間期の女性運動』東方出版、1996 年、132 頁 
616 石月、前掲書、66 頁 

































                                                   
618 「スコットランド協同消費組合卸売連合会」と「イングランド協同消費組合卸売連合会」の意味。 
619 『覚醒婦人』第十一号（1922 年）、覚醒婦人協会、1922 年、4 頁 
620 公共哲学からの「友愛」と「連帯」に関する議論は、次の文献を参照。稲垣久和『公共福祉とキリス
ト教』教文館、2012 年 
621 稲垣久和『改憲問題とキリスト教』教文館、2014 年、64 頁 
622 鈴木（1994）、前掲書、37 頁 






























                                                   
音「平和問題私見」『覚醒婦人』第一九号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、417 頁）。 
624 『覚醒婦人』第二号（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、394 頁） 
625 『覚醒婦人』第二号（1922 年）（三原、前掲書第 1 巻、396 頁） 




628 稲垣（2012）、前掲書、220 頁 
629 稲垣（2012）、前掲書、24 頁 
630 「神戸又新日報」(1922 年 7 月 21 日)（ http://www.core100.net/lab/pdf_torikai/017.pdf）（2014 年




































                                                   
631 『覚醒婦人』第二〇号（1923 年）（三原、前掲書第 1 巻、425 頁） 
632 『覚醒婦人』第十七号（1923 年）（三原、前掲書第 1巻、407 頁） 




































                                                   
634 辻村みよ子・金城清子『女性の権利の歴史』岩波書店、1992 年、138 頁 
635 創世記 1：27 























第 1 項	 概略 
覚醒婦人協会の設立や演説会の様子は、当時の新聞各社に取り上げられている。現在発







1921（大正 10）年 3 月 27 日 「職業婦人の家庭生活は無味乾燥になりやすい」638 
1921（大正 10）年 3 月 28 日 「惨めな彼女達を救へと	 覚醒婦人協会講演会」639 




638 三原、前掲書第 1 巻、380 頁 
639 三原、前掲書第 1 巻、380－381 頁 
197 
 
1921（大正 10）年 3 月 28 日 「賀川春子女史	 注連之助」640 
1923（大正 12）年 4 月 17 日 「『無産婦人を中心として』新しい輝きの世界へ踏み出
す覚醒婦人会」641 






1921（大正 10）年 3 月 4 日 「覚醒婦人協会	 又新しい婦人団体が生れた」644 
1923（大正 12）年 1 月 16 日
645 
「神戸の婦人」646 
1923（大正 12）年647 「無産階級婦人勃興の全国的現状」648 





1921（大正 10）年 3 月 14 日 「神戸に新しく覚醒婦人会」651 
1921（大正 10）年 8 月 1 日
652 
「関西婦人界を横断する労働争議の赤十字」653 
                                                   
640 三原、前掲書第 1 巻、382 頁 
641 三原、前掲書第 1 巻、385 頁 
642 『賀川ハル史料集』に日付の詳細は記載されていないが、4 月 21 日の出来事を示し、かつ 4 月 29 日
のことを先の予定として記しているため、この日付の範囲での記事だと推測される。 
643 三原、前掲書第 1 巻、386 頁 
644 三原、前掲書第 1 巻、379 頁 
645 『賀川ハル史料集』では「1921 年 1 月 16 日」付けとなっているが、「覚醒婦人会」が「機関雑誌を
発行し」ているという内容から、1 月 16 日という日付が正しければ、1923（大正 12）年の間違いであ
ると推測される。 
646 三原、前掲書第 1 巻、377 頁 
647 本記事が「大阪婦人界の新機運	 五」であり、次の記事が「大阪婦人界の新機運	 六」であるので、
次の記事よりも早い日付で、かつそれほど日が経っていない頃の記事だと推測される。 
648 三原、前掲書第 1 巻、387 頁 
649 4 月の総会について「四月下旬に始めて開いた総会」と記されているので、5 月以降の記事と推測さ
れる。 
650 三原、前掲書第 1 巻、388 頁 
651 三原、前掲書第 1 巻、379 頁 




定される）、8 月から 12 月（「機関雑誌発刊の運びに至らず」とあるので）の間だろう。鈴木（1994）、
前掲書 211 頁では、8 月 1 日となっている。 
653 三原、前掲書第 1 巻、378 頁 
198 
 
1921（大正 10）年 12 月 17 日 「神戸の婦人界 新生面を開く」654 
 
毎日新聞 
1921（大正 10）年 3 月 4 日 「職業婦人を中心とする『覚醒婦人会』生る」655 
 
神戸新聞 




1921（大正 10）年 3 月 23 日 「覚醒婦人講演」657 
 
時事新報 






1922（大正 11）年 9 月 15 日 「（10）職業組合の域を脱しない我国女子労働組合」660 
 
労働者新聞 




年に書かれた記事は 11 記事である。もう一つは、1923（大正 12）年である。これは、覚醒
婦人協会主催の大演説会が開かれ、また覚醒婦人協会の綱領が改正された年でもあり、1923
（大正 12）年の報道は、これらの動向を伝えている。1923（大正 12）年の記事は、7 記事
                                                   
654 三原、前掲書第 1 巻、384－385 頁 
655 三原、前掲書第 1 巻、378 頁 
656 三原、前掲書第 1 巻、383 頁 
657 三原、前掲書第 1 巻、380 頁 
658 『賀川ハル史料集』に日付の詳細はないが、4 月 21 日の出来事を示し、かつ 4 月 29 日のことを先の
予定として記しているため、この日付の範囲での記事だと推測される。 
659 三原、前掲書第 1 巻、386 頁 
660 神戸大学付属図書館デジタルアーカイブ http://www.lib.kobe-
u.ac.jp/das/jsp/ja/ContentView.jsp?METAID=00803491&TYPE=IMAGE_FILE&POS=16（2015 年 10
月 30 日最終閲覧） 




この報道が集中する時期からも、1921（大正 10）年と 1923（大正 12）年に覚醒婦人協















警察法第 5 条 2 項が改正され、女性の集会の自由が認められた662。このような時代の中で、
婦人運動そのものに対してのジャーナリズムの関心が高く、覚醒婦人協会も婦人運動の一
つとして注目を集めやすかったといえるだろう。例えば朝日新聞では、神戸に立ち上げら
れた 16 の婦人団体の一つとして覚醒婦人会を紹介している663。また、同新聞 1923（大正
12）年 3 月 4 日の「覚醒婦人協会	 又新しい婦人団体が生れた」とする記事の見出しから
も、他の婦人運動団体が数多く設立された背景を、「又」という言葉から読み取ることがで
きる。1921（大正 10）年 3 月 4 日毎日新聞では、覚醒婦人協会を「新時代」における婦人
運動として位置付けており664、社会全体が、新しい女性の動きを感じていた様子が伝わっ
                                                   
662 治安警察法第 5 条 
①	 左ニ掲クル者ハ政事上ノ結社ニ加入スルコトヲ得ス 
	 １	 現役及召集中ノ予備後備ノ陸海軍軍人 
	 ２	 警察官 
	 ３	 神官神職僧侶其ノ他諸宗教師 
	 ４	 官立公立私立学校ノ教員学生生徒 
	 ５	 女子 
	 ６	 未成年者 
	 ７	 公権剥奪及停止中ノ者 
②	 女子及未成年者ハ公衆ヲ会同スル政談集会ニ会同シ若ハ其ノ発起人タルコトヲ得ス 
③	 公権剥奪及停止中ノ者ハ公衆ヲ会同スル政談集会ノ発起人タルコトヲ得ス 
1922 年 4 月 20 日の改正により、第 2 項「女子及」の部分が削除され、女性の政治的集会が認められる
ようになった。 
663 1921（大正 10）年の記事とされているが、記事の内容から、日付の誤りであると考えられる。 

















第 3 項	 「賀川豊彦の妻」としてのハル 
各新聞社が覚醒婦人協会に注目したもう一つの理由として考えられるのは、ハルが持つ
「賀川豊彦の妻」としての個人的立場であったのではないだろうか。当時、賀川豊彦は 1920















名が先行する。読売新聞 1921（大正 10）年 12 月 17 日でもハルは、「賀川豊彦氏夫人春子」
                                                   
665 三原、前掲書第 1 巻、349 頁(朝日新聞 1921 年 3 月 4 日) 
666 三原、前掲書第 1 巻、349 頁 
667 『賀川ハル史料集』には「2 月」とあるが、内容からは 7 月以降の誤りだと思われる。 
201 
 






である。それは 1923（大正 12）年になっても変わらず、同新聞 1923（大正 12）年 4 月 17
日では、覚醒婦人協会の会長として「賀川豊彦氏夫人はる子さん」が紹介される。さらに























                                                   
668 鈴木（1978）、前掲書、295 頁 
669 『覚醒婦人』第十一号、覚醒婦人協会、1922 年、8 頁 




































                                                   
い―」（2-5-114）のみで、他は、宗教の瞑想や国外伝道先でのエッセイ、関東大震災をめぐる回想等と
いった内容となっている。 
また、同誌には、ハルによる寄稿「女中奉公の一年」（1-2-81、1922 年 11 月）も掲載されており、
『女中奉公と女工生活』（1923）のダイジェスト的な内容である。ただし、『女中奉公と女工生活』の初














	 読売新聞でも評価は同様である。1921（大正 10）年 8 月671の「関西婦人界を横断する労
働争議の赤十字」の記事では、関西の女性労働者のための代表的組織として覚醒婦人協会
を扱う。また、1921（大正 10）年 3 月 14 日「神戸に新しく覚醒婦人会」の記事でも、「職
業婦人を中心として」と見出しにあり、会の特色を職業婦人にあると捉えている。また、
本文中にも「従来の婦人団体とは一寸毛色を変へて職業婦人を中心として」と書かれてい











大阪毎日新聞 1921（大正 10）年 3 月 4 日「職業婦人の家庭生活は無味乾燥になりやす
い」の見出しからも、会の特徴を「職業婦人である」としている。1921（大正 10）年 3 月
28 日「惨めな彼女達を救へと	 覚醒婦人協会講演会」では、見出しに「労働婦人の為に気
を吐いた」とし、この会が労働婦人のためであることを強調する。2 年後の 1923（大正 12）





                                                   


































































                                                   
672 木村和世「村嶋帰之（むらしま	 よりゆき）について－賀川豊彦をめぐる人々－」（『雲の柱』14
号、賀川豊彦記念	 松沢資料館、1997 年、14－17 頁） 
673 村嶋帰之は 1924（大正 13）年、賀川から洗礼を受けた。（木村和世『路地裏の社会史－大阪毎日新
聞記者	 村嶋歸之の奇跡』昭和堂、2007 年、192 頁参照） 





































































11 月 24 日 婦人会 
関 西 連 合
大会 
平塚らが新婦人協会の趣意書を発布 






                                                   




677 「1919 年日記」（11 月 28 日）（三原、前掲書第 1 巻、245 頁）資料により、日付が異なる場合があ
る。例えば、折井（2006）、前掲書、203 頁では、「11 月 25 日」とされているが、ハルの日記では「11
月 28 日」の欄に記載がある。ハルの日記について、賀川の孫である冨澤康子氏が、次のように証言して
いる。「祖母は私が泊まりに行くと、夜一緒に寝てくれて、日記をその日でなく後日、まとめて書くこと




3 月  新婦人協会の綱領が発表 
～3 月  豊彦が新婦人協会に寄付 
1921（大正 10）年 




2 月 4 日  豊彦から新婦人協会に電報 
2 月 6 日  豊彦から新婦人協会に来信 
2 月  ハル、長谷川初音が新婦人協会に正会員として入会。
豊彦は賛助会員として入会（それより以前か？）。 
2 月 12 日 大阪 ハル、長谷川初音が新婦人協会の覚醒婦人大演説会で
演説。賀川夫妻が新婦人協会に寄付。 







3 月  長谷川初音「男女共存のために婦人参政権を」 
（新婦人協会『女性同盟』6 号 1921 年 3 月）寄稿 
3 月 2 日  覚醒婦人協会設立 
3 月 27 日  覚醒婦人協会演説会 
8 月  長谷川初音「独言」（新婦人協会『女性同盟』1921 年
11 号 8 月号）寄稿 
12 月 10 日 大阪。新婦
人 協 会 の
恋 愛 問 題
批 判 講 演
会 
新婦人協会において豊彦が「恋愛と自由」講演、及び
寄付 50 円をする。 
1922 年 5 月 10 日 新 婦 人 協
会 神 戸 支
「織田安子」が「女子基督教青年会会長」として「私
の理想とする政治」講演を行う 
                                                   







婦 人 政 談
演説会 
 

























682。覚醒婦人協会設立後の 1922（大正 11）年 5 月には、覚醒婦人協会の中心発起人の一人
である織田やすが、新婦人協会神戸支部主催の演説会で話をしている683。また、1923（大
                                                   
679 今井、前掲書、124 頁 
680 例えば、折井（2009）、前掲書、66 頁 
681 三原、前掲書第 1 巻、403 頁 
682 折井（2006）、前掲書、297－299 頁 
683 折井（2006）、前掲書、248 頁 
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正 12）年 4 月の覚醒婦人協会による演説会において弁士となり、新婦人協会や関東婦人同

































                                                   































11 月 24 日、婦人会関西連合大会において新婦人協会の趣意書を発布したのち、神戸の賀
川宅を訪問した。この時の平塚の賀川宅訪問については、11 月 28 日付のハルの日記にも、
平塚や共に来訪した「原田の奥様」、そして「木村堪三郎」と共にオリエンタルホテルで「楽
しく」夕食を取り「食後も永く」、夜「十時」まで「色々」語り合った後、平塚が「貧民窟
                                                   
685 千野、前掲書、230 頁 
686 折井（2006）、前掲書、274 頁 
687 折井（2006）、前掲書、276 頁 
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で一泊」した様子が記録されている688。平塚は 1886 年生まれであるから、1888 年生まれ
の賀川夫妻とはほぼ同年代である。共に 30 歳を少し過ぎたばかりの、思いを同じくする同
志との会話に心を躍らせる平塚と賀川夫妻の様子が目に浮かぶようである。そして 1920




























                                                   
688 賀川ハル「1919 年日記」（11 月 28 日）（三原、前掲書第 1 巻、245 頁） 
689 今井、前掲書、110 頁 
690 今井、前掲書、111 頁 
691 今井、前掲書、125 頁 
692 折井（2006）、前掲書、25 頁 




































                                                   
694 折井（2006）、前掲書、274 頁 
695 折井（2006）、前掲書、276 頁 





































                                                   



















覚醒婦人協会の 1921（大正 10）年 3 月から 1923（大正 12）年 8 月までの 2 年半の活動




年 9 月 1 日の関東大震災に伴う被災地東京での救援活動のための転居であり、もし関東大
震災がなければ、覚醒婦人運動は、その運動を継続させていた可能性は高い。なぜなら、






正 11）年に長男を出産した後、1925（大正 14）年に長女、1929（昭和 4）年に次女を出産
しており、育児と並行して、さらに多忙を極める夫の活動に関わる働きがあり、覚醒婦人
                                                   
698 例えば、同時期に設立された新婦人協会も 3 年間であり（1919（大正 8）年 11 月～1922（大正 11）
































正 12）年 6 月に創刊された機関誌『職業婦人』708、や 1920 年代後半に次々と結成された
無産婦人を対象とした団体の設立などには組合の文字が並ぶが、労働女性を対象とし、組
                                                   
700 鈴木裕子編『日本女性運動資料集成－生活・労働 II』第 5 巻（不二出版、1993 年）参照。 
701 三原、前掲書第 2 巻、、110 頁 
702 賀川ハル「1928 年日記」（5 月 19 日、5 月 27 日）（三原、前掲書第 2 巻、72 頁、73 頁） 
703 鈴木（1995）、前掲書、36 頁 
704 鈴木（1995）、前掲書、258 頁 
705 鈴木（1995）、前掲書、474 頁 
706 鈴木（1995）、前掲書、550 頁 
707 錦織久良からハルにあてられた 1927(昭和 2)年 5 月 26 日付け書簡（松沢資料館所蔵。三原、前掲書
第 2 巻、113 頁には、1928（昭和 3）年の書簡とされているが、資料館所蔵の封筒消印は昭和「2」と読
める。）には、共に覚醒婦人協会の働きを展開した者としての思いがつづられている。覚醒婦人協会の活
動が 2 年半ほどで収束したことに対して、復活を願う思いがつづられているのだろう。 



































                                                   
709 石月、前掲書、205 頁以降 
710 1925 年には、大阪の人口は 211 万、世界第 6 位となり、世界第 7 位である人口 200 万人の東京を引
き離していた。 






























日的意義の可能性を提示し、第 2 節においてハル研究における今後の課題を述べる。 
 






















                                                   
713 ベティ・フリーダン『新しい女性の創造』大和書房、1965 年 
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は、出産予定日の 6 週間前から出産後 8 週間までの休業期間が認められている。これに対






2014 年には、女性の育児休業取得期間は「10 か月～12 か月未満」が 31.1％と最も多いこ
とに対して、男性は、「5 日未満」が 56.9％と最も多くなっており、女性に比較すると育児
                                                   
714 内閣府男女共同参画局「I 平成 27 年度	 男女共同参画社会の形成の状況	 第 3 章	 仕事と生活の調
和（ワーク・ライフ・バランス）」
http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h28/gaiyou/html/honpen/b1_s03.html 	 （2016 年
11 月 14 日最終閲覧） 
715 厚生労働省「Ⅰ 育児・介護休業制度等に関する事項	 （3） 育児休業制度の利用状況」（厚生労働局
「『平成 27 年度雇用均等基本調査』の結果概要」平成 28 年 7 月 26 日、10-11 頁）



























歳児神話」722と呼ばれる無言の圧力も存在する。筆者の 3 人の子供たちもそれぞれ 0 歳児
から保育園に入園したが、筆者自身も子供時代は保育園に通い、また、義母も働く母親で
あり夫も 0 歳児から保育園児として育ったため、筆者の子供たちが保育園に通うことに対
                                                   
716 厚生労働省「Ⅰ 育児・介護休業制度等に関する事項	 （3） 育児休業制度の利用状況」（厚生労働局
「『平成 27 年度雇用均等基本調査』の結果概要」平成 28 年 7 月 26 日、12 頁）
http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/71-27-07.pdf	 （2016 年 11 月 14 日最終閲覧））男性が育児休業を
取得すると、それが「数日」であっても、ニュース記事になるほどである。例えば、「育休取得を宣言し
た三重県知事	 鈴木英敬さん（37）」（『朝日新聞』2012 年 5 月 28 日朝刊） 
717 例えば、「子育ての理想と現実	 男たちは」（『朝日新聞』2016 年 11 月 13 日朝刊）。 
718 筆者勤務校の就業規程において「配偶者の出産による看護休暇」として認められている「3 日間」に
ついては、取得した。 
719 例えば、「産後キャリア」（『朝日新聞』2016 年 10 月 16 日朝刊） 
720 例えば「育児社員の力	 どう発揮」（『朝日新聞』2013 年 10 月 20 日朝刊） 
721 例えば、「『保活』消耗戦」（『朝日新聞』2016 年 11 月 27 日朝刊） 













す M 字曲線の底が 1965 年では 20 代後半であることと比較して、2010 年では 30 代後半へ
















                                                   
723 他にも、内閣府調査として、「夫は外で働き、妻は家を守る」の賛成派が 2013 年調査では上回り、特
に 20 代で賛成派の増加が目立ったことが報告されている。（「『夫は外、妻は家庭』なぜ増加	 上」『朝日
新聞』2013 年 1 月 10 日朝刊） 
724 内閣府男女共同参画局「I 平成 27 年度男女共同参画社会の形成の状況	 第 3 図女性の労働力率の変
化」http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h28/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-00-03.html	
（2016 年 11 月 14 日最終閲覧） 
725 経済産業省「3. 諸外国における女性の活躍推進に向けた諸制度等の調査」（平成 26 年度委託調査
「企業における女性の活用及び活躍促進の状況に関する調査」53 頁）
（http://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/diversity/research/26fy_Chapter3.pdf 	 （2016 年 11
月 14 日最終閲覧）） 
726 同じく NHK の子供番組で、1996 年に開始した 1 歳 6 カ月程度の子供を対象とした「いないいない










打ち出す女子学生は少なくない。2010 年から 2015 年までの女子受講生は 45 名であった









中、日本は健康の度合いでは 40 位、教育では 76 位と中位程度であるが、政治への参加で
は 103 位、職場への進出では 118 位であり、総合的に 111 位と下位である729。 
	 日本はこのように数年来 100 位以下の低い順位で推移しているが、その一因は、女性議
員や女性管理職の少なさにあると指摘されている730。IPU（列国議会同盟）の統計によると、




                                                   
た番組名とはなっていない。 
727 「リスト化で解決？男女分担バトル」（『朝日新聞』「GLOBE」2015 年 12 月 6 日）時間別の統計
は、内閣府男女共同参画局「I 平成 27 年度男女共同参画社会の形成の状況	 第 7 図	 6 歳未満の子供を
持つ夫の家事・育児関連時間（1 日当たり，国際比較）」を参照。
（http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h28/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-00-07.html（2016
年 11 月 14 日最終閲覧）） 
728 「第 1 子出産で離職	 2 人に 1 人」（『朝日新聞』2012 年 12 月 18 日朝刊） 
729 World Economic Forum,”The Global Gender Gap Report”, http://reports.weforum.org/global-
gender-gap-report-2016/	 （2016 年 11 月 14 日最終閲覧） 
730 例えば、「男女平等	 日本なぜ低迷」（『朝日新聞』2013 年 10 月 27 日朝刊）など。 
731 三浦まり、他編『ジェンダー・クオータ―世界の女性議員はなぜ増えたのか』（明石書店、2014 年）
参照 
732 ルワンダでは 1994 年のツチ族とフツ族の対立による内乱の大虐殺以後、キリスト者を中心として新
しい国づくりが進められ、女性議員の登用もその一端であるとされている。 


























の平均年間総実労働時間は、オランダの 1,380 時間、ドイツの 1,388 時間等に比較して、日
                                                   
e/classif.htm	 （2016 年 11 月 14 日最終閲覧） 
734 経済産業省「3. 諸外国における女性の活躍推進に向けた諸制度等の調査」（平成 26 年度委託調査
「企業における女性の活用及び活躍促進の状況に関する調査」61 頁）
（http://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/diversity/research/26fy_Chapter3.pdf 	 （2016 年 11
月 14 日最終閲覧）） 
735 厚生労働省「１昇進について」（厚生労働省『「平成 27 年度雇用均等基本調査』の結果概要」平成 28
年 7 月 26 日、2 頁）（http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/71-27-07.pdf	 （2016 年 11 月 14 日最終閲
覧）） 
736 2009 年 1 月、米国務省ヒラリー・クリントン元長官を補佐する政策企画局長に女性として初めて就
任し、2011 年 1 月に退任。2016 年現在、プリンストン大学教授。 
737 Anne-Marie Slaughter, ”Why Women Still Can’t Have It All”,The Atlantic, July/August (2012) 
（http://www.theatlantic.com/magazine/archive/2012/07/why-women-still-cant-have-it-all/309020/	
（2016 年 11 月 18 日最終閲覧)） 
738 例えば、「クリントン氏	 『天井、誰かが突破』」（『朝日新聞』2016 年 11 月 11 日朝刊）。 
739 男性の長時間労働が、核家族の家庭で母親が一人で育児を担う「孤育て」の用語もうみだされた。例
えば、「孤育ての国」（『朝日新聞』2010 年 11 月 23 日朝刊）。 
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本は 1,735 時間となっている740。これは、仮に一日 8 時間労働として計算するならば、オ











第 3 項	 新たな取り組み 
	 このような状況に対して、これまでの働き方の見直しを含めた新しい取り組みが進めら













                                                   
740 独立行政法人労働政策研究・研修機構「6. 労働時間・労働時間制度	 第 6―1 表	 一人当たり平均年
間総実労働時間」『データブック国際労働比較 2015』199 頁
（http://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/databook/2015/06/p199-200_t6-1.pdf	 （2016 年 11 月 14 日最
終閲覧）） 
741 国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集	 図 6-5-1 性、年齢別未婚割合：1950 年～2010
年」（http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/P_Detail2016.asp?fname=G06-05-1.gif	 （2016
年 11 月 18 日最終閲覧））参照。 
742 例えば、「（フォーラム）「見えない」女性たち	 非正規・シングル・中年」（『朝日新聞』2016 年 11
月 7 日朝刊） 
743 光畑由佳『働くママが日本を救う! ~「子連れ出勤」という就業スタイル~ 』毎日コミュニケーショ
ンズ、2009 年 
744 朝日新聞出版『AERA』2015 年 8 月 3 日号、12－44 頁 
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749 賀川はる子『貧民窟物語』（1920 年）（三原、前掲書第 1 巻、77 頁） 








第 2 節	 ハル研究の今後の課題 
本論文中にも今後の課題として多数を示したが、最後に二点にまとめたい。 
 


























































                                                   
752 石月、前掲書、20 頁。または、石月静恵『近代日本女性史講義』世界思想社、2007 年、101 頁も参
照。また鈴木裕子も、新婦人協会を「市民的女性運動の源流」と位置づけた上で、市民的運動と無産派
の女性たちによる運動とを対比的にとらえている（鈴木裕子編『日本女性運動資料集成』別巻、不二出
































第 2 節	 啓蒙主義の潮流 
第 1 項	 フランス革命に始まる女性運動 
はじめに、啓蒙主義の影響を受けたフランス革命から生まれた女性運動の潮流を概観す
る。この潮流にある女性運動は、1789 年の「人および市民の権利の宣言」、いわゆる人権
                                                   
754 例えば、「婦人労働組合の促進充実」を掲げる 1927（昭和 2）年発会の労働婦人連盟など。鈴木
（1994）、前掲書、451 頁 
755 イギリスのジョン・ロック（1632 年～1704 年）は、「各人は創造主から侵すことのできない固有の権
利を与えられている」とする有神論的社会契約論者であり、一方、フランスのジャン＝ジャック・ルソ
ー（1712 年～1778 年）が無神論的契約論者である、と稲垣は両者を対比させ、その相違が 17 世紀イギ
リス革命と 18 世紀フランス革命の相違となって現れ、さらにはイギリス革命とアメリカ独立宣言が「超
越論的人間学」によって同じ系譜にあることを示している。（稲垣久和『知と信の構造－科学と宗教のコ


























                                                   
756 多くの女性運動史が同様の潮流を説明するが、例えば、一般向けの解説として次の文献を参照。木村











ェミニズム運動史』ドメス出版、2009 年、220－229 頁。 
760 シャーロット・パーキンズ・ギルマンの生涯と思想については、次の文献を参照。山内惠『不自然な
母親と呼ばれたフェミニスト－シャーロット・パーキンズ・ギルマンと新しい母性』東信堂、2008 年 
761 詳細は、栗原、前掲書、2009 年 










第 2 項	 	 日本の婦人運動へ 
このような欧米の潮流は、日本の女性たちにも影響を与えた。 
日本では、平塚らいてうによる「原始、女性は太陽であった」の巻頭言で知られた機関














婦人協会（1919（大正 8）～1922（大正 11））が結成された764。 
 






                                                   



















第 3 節	 キリスト教の潮流 
第 1 項	 イギリスの女性運動 
一方、イギリス・アメリカ型の女性運動の潮流は、キリスト教的価値観を背景に持つ。

















                                                   
766 木原活信『Ｊ．アダムズの社会福祉実践思想の研究－ソーシャルワークの源流』川島書店、1998
年、57 頁 
767 ウィリアム・ブース、山室武甫訳『最暗黒の英国とその出路』相川書房、1987 年、iv 頁 
768 例えば、木村涼子（2013）、前掲書、6 頁。佐瀬一男・栗原淑江『女性たちのチャレンジ－過去・現
在・未来』北樹出版、2014 年、18－21 頁。千田有紀・中西祐子・青山薫『ジェンダー論をつかむ』有

































                                                   
769 「女が男の意に迎へ、男に征服されるべく造られたものであるとすれば、女は男を唆るものであるは
なくして、男にとつて快く思はれるものとなるべきである。彼の女の力はその魅力にあるのだ。」ルソオ
『エミイル』岩波書店、1933 年、5 頁。 
770 メアリ・ウルストンクラーフト、白井堯子訳『女性の権利の擁護』未来社、1980 年、34 頁 
771 今井、前掲書年、11 頁 
772 水田、前掲書、10 頁、25 頁 













第 2 項	 アメリカの女性運動へ 




















                                                   
774	 大石和欣「錯綜した慈善のイデオロギー－ハナ・モアと奴隷貿易廃止運動」（『イギリスロマン派研
究』（32）、2008 年、1－13 頁）1 頁） 
775 鈴木周太郎「第 3 章	 新たな共和国の建設に向けて－アメリカ革命と女子教育」（小檜山（2010）、
前掲書、64 頁） 


































                                                   
777 サラ・M・エヴァンズ、小檜山ルイ・他訳、『アメリカの女性の歴史	 第 2 版－自由のために生まれ
て』明石書店、2005 年、115 頁 
778 稲垣（2012）、前掲書、74－76 頁 
779 例えば、女性ボランティア的団体が、教育、福祉、医療、宣教といった分野において働きを担った経
緯や、女性の領域と女性運動との関連については、次の文献を参照。小檜山（1992）、前掲書 






















また、アメリカとの関係だけではないが、世界 YWCA の協力の下で 1905（明治 38）年
に設立された YWCA もまた、明確なキリスト教の流れにある女性運動の一つである786。






                                                   




783 女性クラブ設立の背景と活動については、次の文献を参照。栗原、前掲書、70－89 頁 





786 YWCA 成立過程については、次の文献を参照。『日本 YWCA100 年史－女性の自立をもとめて－


















第 4 節	 覚醒婦人協会の位置づけ 

















                                                   
787 日本 YWCA100 年史編纂委員会、前掲書、252 頁 
788 石月、前掲書 



















は会員数が 8500 名であることに対し793、覚醒婦人協会は 800 名、そして新婦人協会は 750
名ほどと報告されており、覚醒婦人協会と新婦人協会は近似している。 
 












                                                   
790 「男女共存のために婦人参政権を」（『女性同盟』6 号、1921（大正 10）年 3 月）、及び「独言」（『女
性同盟』11 号、1921（大正 10）年 8 月） 
791 賀川ハル「1919 年日記」（11 月 28 日）（三原、前掲書第 1 巻、245 頁） 
792 賀川ハル「1974 年日記」(9 月 6 日)（三原、前掲書第 3 巻、189 頁） 
793 日本キリスト教婦人矯風会、前掲書、660 頁 




































                                                   
795 今井、前掲書、383－385 頁 



























                                                   
797 仏教系の婦人運動については、次の文献を参照。千野陽一「第四章	 仏教婦人会の組織化と婦人協会








日時：1963 年 12 月 29 日799 
場所：松沢教会礼拝説教 
聴取：2015 年 11 月 19 日	 松沢資料館資料室にて 
 

















イエス・キリストが、荒野の 40 日 40 夜、それをお過ごしになって、そうして多くの人々
に教えてくださいましたことが、マタイによる福音書の 4 章、5 章、6 章。5 章からのとこ
ろに、それが記されてあります。この人生に問題は多く、悩みは多いのであります。しか
し、イエスのお教え下さった言葉に従っていく者が、結局は、大きな勝利である。 




799 1967 年 10 月 9 日ハルの日記（『賀川ハル史料集』第 3 巻、322 頁）に、「シカゴイエスの友メンバー
























































































































































































（2）賀川豊彦生誕 76 周年挨拶 
雲柱社理事長 

































































聴取：2015 年 11 月 19 日	 松沢資料館資料室にて 
 
今日は、「愛は寛容である」。こういうことについて、少し、お話をいたしたいと思うの
でありますが、旧約聖書の箴言を開けますと、そこにもまた、10 章の 12 節には、この愛、





























































































































































































































































































                                                   































































時：1978（昭和 53）年 6 月 26 日（ハル 90 歳） 
場所：不明 







































































































































































	 ・豊彦からハル	 113 通 
	 ・ハルから豊彦	 20 通 
 
	 ・豊彦から子供等	 12 通 
	 ・ハルから子供等	 3 通 
 
	 ・子供等から豊彦	 3 通 
	 ・子供等からハル	 7 通 
 































昭和 10-5-13	 豊彦からハルへ 
 
愛する春子様 
















































1930 年代半ばごろから、手紙には、戦争への言及も増える。1936（昭和 11）年 7 月 27
日のドイツからの手紙では、「この文明でなぜ戦争せねバならぬかと思ふと悲しくなりま
す」と書き送っている。 
1940（昭和 15）年 8 月 25 日、豊彦は反戦運動の嫌疑で渋谷憲兵隊に拘引され、9 月 13
日に釈放されるまで巣鴨拘置所で過ごす。その後豊彦は家族の住む東京を離れ、一人で香
川県豊島で一時期を過ごすが、次は豊島にいる豊彦からハルへの 9 月 19 日の手紙であ
る。 
 



































昭和 25-10-27	 豊彦からハルへ 
 
T. Kagawa 













































昭和 25-10-25	 豊彦からハルへ 
 
                                                   


























昭和 30-6-28	 豊彦からハルへ 
 
c/o Rev. Y. Ogawa 


































昭和 34-3-7	 豊彦からハルへ 
 
春なれば	 若芽	 萌え出て 
野を飾れ	 淋しき山に	 小鳥	 誘（いざな）え 
 
ふたつきも	 春と	 別れて	 床につけば 































































































                                                   










元号 差出人 投函場所 受取人 
a350-
00001 








1915 大正 4-5-27 豊彦 日本 ハル（共立） 
a350-
00004 
1917 大正 6-3-24 ハル 日本 豊彦 
a350-
00005 
1923 大正 12-9-26 豊彦 日本 ハル 
6 1925 大正 14-2-1 豊彦 ワシントン ハル 
7 1926 大正 15-8-20 豊彦 日本 ハル 
8 1927 昭和 2-7-3 豊彦 日本・金沢 ハル 
      
9 1928 昭和 3-6-11 ハル 日本 豊彦 
00284-
ｂ 
 昭和 3-8-18 ハル 瓦木 豊彦（上海） 
00280-
ｃ 
 昭和 3-9-3 ハル 瓦木 豊彦（本所） 
10  昭和 3-10-30 豊彦 日本・釧路 ハル 
00284-a  昭和 3-11-9 スミモト 瓦木 豊彦（石川） 
11  昭和 3-12-11 ハル 日本 豊彦（満州） 
  昭和 3-12-11 ハル 日本 豊彦 
      
12 1929 昭和 4-3-12 豊彦 日本 ハル 
13  昭和 4-3-17 ハル 日本 豊彦（別府） 
14  昭和 4-3-26 ハル 日本 豊彦（宮崎都城市） 





15  昭和 4-4-25 ハル 日本 豊彦（門司） 
      
16 1929 昭和 4-7-10 ハル 日本 豊彦（大分県桝田） 
      
17 1930 昭和 5-11-11 豊彦 日本 ハル 
      
31 1931 昭和 6-3-9 豊彦 日本・札幌 ハル 
18  昭和 6-7-31 豊彦 アメリカ 純基 
19  昭和 6-8-3 豊彦 アメリカ・ニュー
ヨーク 
純基 
      
20 1932 昭和 7-5-29 豊彦 日本 ハル 
21  昭和 7-6-7 豊彦 中国？ ハル 
22  昭和 7-22-4 豊彦 日本・熊本 千代子 
      
23 1933 昭和 8-2-7 豊彦 日本・瓦木 純基 
24  昭和 8-3-5 豊彦 日本・大津 ハル・純基・千代子・
梅子 
      
A300-
00447 
1934 昭和 9-2-7 芝ヤヘ 瓦木 ハル 
25 1934 昭和 9-2-4 豊彦 日本 ハル 
26  昭和 9-2-8 豊彦 これからフィリ
ピン 
ハル 
27  昭和 9-2-14 豊彦 フィリピン 梅子 
28  昭和 9-2-15 豊彦の同
行者 
フィリピン ハル 
29  昭和 9-2 豊彦 フィリピン 純基 
30  昭和 9-3-2 豊彦 香港 ハル 
32  昭和 9-3-13 豊彦 上海 ハル 
      
33 1935 昭和 10-2-11 豊彦 オーストラリア ハル 
34  昭和 10-4-27 豊彦 オーストラリア ハル 
40  昭和 10-5-10 豊彦 オーストラリア 純基 
277 
 
35  昭和 10-5-13 豊彦 オーストラリア ハル 
36  昭和 10-5-18 豊彦 オーストラリア ハル 
37  昭和 10-10-14 豊彦 日本・北海道 ハル 
38  昭和 10-？ 豊彦 ダニデン ハル 
39  昭和 10-？ 豊彦 ダニデン ハル 
      
41 1936 昭和 11-4-17 豊彦 アメリカ・ボスト
ン 
ハル 
42  昭和 11-4-21 豊彦 アメリカ・ニュー
ヨーク 
ハル 
43  昭和 11-4-27 豊彦  ハル 
44  昭和 11-5-1 豊彦 アメリカ・モント
リオール 
純基 
45  昭和 11-5-16 豊彦 カナダ・ロンドン ハル 
46  昭和 11-6-6 豊彦 アメリカ・サンフ
ランシスコ 
ハル 
47  昭和 11-6-13 豊彦 アメリカ・ユタ  
48  昭和 11-6-26 豊彦 アメリカ・シカゴ ハル 
49  昭和 11-7-22 豊彦 ドイツ・ベルリン ハル 
50  昭和 11-7-27 豊彦 ドイツ・ベルリン ハル 
A300-
00047 
 昭和 11-7-30？ ハル  豊彦 
51  昭和 11-8-17 豊彦  ハル 
      
52 1937 昭和 12-8-17 豊彦 日本・甲州 ハル（大分） 
      
53 1938 昭和 13-1-15 豊彦 船 ハル 
54  昭和 13-12-2 豊彦 船（シンガポー
ル） 
ハル 
      
55 1939 昭和 14-8-11 豊彦 日本・信州 ハル 
      
57 1940 昭和 15-8 豊彦 日本 ハル 
  昭和 15-9-10？ 千代子 松沢 豊彦 
278 
 
58  昭和 15-9-19 豊彦 日本・豊島 ハル 
59  昭和 15-9-24 豊彦 日本・豊島 ハル 
60  昭和 15-10-10 豊彦 日本・豊島 ハル 
  昭和 15-10-17 ハル・純
基 
松沢 豊彦（瓦木） 
61  昭和 15-10-22 豊彦 日本 ハル 
62  昭和 15-10-24 豊彦 日本 ハル 
63  昭和 15-11-18 豊彦 木高津浜 ハル 
      
64 1941 昭和 16-1-10 豊彦 日本 ハル 
66  昭和 16-5-7 豊彦 アメリカ・カンザ
ス 
梅子 
67  昭和 16-5-28 豊彦 アメリカ・シカゴ ハル 
68  昭和 16-7-18 豊彦 アメリカ・サンフ
ランシスコ 
ハル 
69  昭和 16-10-24 豊彦 日本・西宮 ハル 
      
A300-
00144 
1946 昭和 21-10-10 芝ムラ 豊島 ハル 
      
70 1947 昭和 22-4-14 豊彦 日本・紀州  
      
A300-
00143 
1949 昭和 24-4-10 芝ヤヘ 西宮 ハル 
A300-
00089 
1949 昭和 24-5-9 梅子 西宮 ハル 
71 1949 昭和 24-8-20 豊彦 日本・北海道 ハル 
      
72 1950 昭和 25-1-5 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
ハル 
74  昭和 25-1-9 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
ハル 





76  昭和 25-2-6 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
しげ 
77  昭和 25-1-27 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
ハル 
78  昭和 25-1-31 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
ハル 
79  昭和 25-2-26 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
ハル 
80  昭和 25-3-1 豊彦  ハル 
81  昭和 25-3-2 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
ハル 
82  昭和 25-3-17 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
ハル 
83  昭和 25-3-24 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
純基 
84  昭和 25-3-27 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
ハル 
85  昭和 25-4-12 豊彦 ドイツ・ベルリン ハル 







ハル  豊彦（イギリス） 
87  昭和 25-4-22 豊彦 イギリス・ロンド
ン 
ハル 
88  昭和 25-5-2 豊彦 イギリス ハル 
123  昭和 25-5-10 豊彦 イギリス ハル 
89  昭和 25-5-11 豊彦  ハル 





昭和 26 年） 
ハル 松沢 豊彦（米国） 
  昭和 25-9-15 豊彦 アメリカ ハル 




92  昭和 25-10-7 豊彦  ハル 
93  昭和 25-10-15 ハル 日本 豊彦 
A300-
00429 
 昭和 25-10-16 芝ヤヘ 西宮 ハル 
94  昭和 25-10-25 豊彦 アメリカ ハル 
95  昭和 25-10-20 豊彦 アメリカ？ ハル 
96  昭和 25-10-26 豊彦 アメリカ？ ハル 
97  昭和 25-10-27 豊彦 アメリカ ハル 
98  昭和 25-11-4 豊彦 アメリカ・ニュー
ヨーク 
ハル 
99  昭和 25-11-16 豊彦 アメリカ・オハイ
オ 
ハル 
100  昭和 25-11-22 豊彦 アメリカ・カンザ
ス 
ハル 
101  昭和 25-11-29 豊彦 アメリカ・アイオ
ワ 
ハル 
102  昭和 25-12-2 豊彦 アメリカ・ウィス
コンシン 
ハル 
      
103 1951 昭和 26-3-11 豊彦 日本 ハル 
00280-F  昭和 26-10-19 ハル 松沢 豊彦（西宮） 
      
A300-
00280-5 
1952 昭和 27-1-15 ハル 松沢 梅子 
00280-E 1952 昭和 27-1-15 ハル 松沢 豊彦（西宮） 
  昭和 27-10-20 豊彦 淡路 ハル 




      
106  昭和 28-2-17 豊彦 ブラジル ハル 
107  昭和 28-4-19 豊彦 ブラジル 邦彦 





 昭和 28-5-18 梅子 アメリカ・バージ
ニア 
ハル 
109  昭和 28-5-23 豊彦 ブラジル 梅子 





 昭和 28-9-22 梅子 アメリカ・イリノ
イ 
豊彦 
111  昭和 28-10-4 豊彦  ハル 
A300-
00280-6 
 昭和 28-10-19 ハル 松沢 梅子 
A300-
00091 
 ？5-3 梅子 ？ ハル 
      
112 1954 昭和 29-7-2 豊彦 アラスカ ハル 
113  昭和 29-7-10 豊彦 アメリカ ハル 
114  昭和 29-7-12 豊彦 アメリカ ハル 
115  昭和 29-8-7 豊彦 アメリカ ハル 
116  昭和 29-9-2 豊彦 アメリカ ハル 
117  昭和 29-9-6 豊彦 アメリカ・北カロ
ライナ州 
ハル 
118  昭和 29-9-27 豊彦 アメリカ ハル 
119  昭和 29-12-9 豊彦 日本 ハル 
      
120 1955 昭和 30-2-23 豊彦 日本 ハル 
A300-
00088 
 昭和 30-4-25 冨澤千代
子 
 ハル 
121  昭和 30-4-28 豊彦 日本 ハル（アメリカ・ロ
サンゼルス） 




 昭和 30-5-20 邦彦 上北沢 ハル 
  昭和 30-5-21 ハル 米国・サクラメン
ト 
豊彦（日本） 




   千代子   
   八重   
   道子   
125  昭和 30-6-28 豊彦 日本 ハル 
  昭和 30-7-3 ハル 米国・デトロイト 豊彦 
126  昭和 30-7-9 豊彦 日本 ハル 
127  昭和 30-7-21 豊彦 日本 ハル 
  昭和 30-8-26 ハル 日本 豊彦（米国） 
128  昭和 30-10-24 ハル 日本 豊彦 
129  昭和 30-12 豊彦 日本？ インドネシア教会 
      
130 1957 昭和 32-1-29 豊彦 タイ ハル 




   
  	     
131 1958 昭和 33-1-24 豊彦 マレー？ ハル 
A300-
00551 
 昭和 33-8-1 芝ムラ 豊島 ハル 
132  昭和 33-11-5 豊彦 日本・神戸 ハル 
      
133 1959 昭和 34-3-7 豊彦 日本・内科病院 ハル 
134  昭和 34-3-11 豊彦 日本 ハル 
135  昭和 34-3-13 豊彦 日本 ハル 
136  昭和 34-3-16 豊彦 日本 ハル 
      
A300-
00090 
1960 昭和 35-3-30 梅子 カナダ・オンタリ
オ 
ハル 
      
A300-
00661 
1975 昭和 50-9-11 籾井梅子 アメリカ・カリフ
ォルニア 
ハル 
      
283 
 
142  不明 豊彦 アメリカ？ ハル 
141  不明 豊彦 日本・北海道 ハル 
139  ？8-30 豊彦 日本・北海道 ハル 
138  ？12-23 豊彦  ハル 
137  ？2-18 豊彦 日本・門司 ハル 
      
A300-
00045 




























（5 月）3	 日 
日曜礼拝（中略）。礼拝後総会を開催、今日も六ケ敷しく、終わりにならぬ。807 
 






                                                   
805 吉川氏は、2016 年 5 月 28 日松沢資料館主催のフォーラムにおいても、オーラル・ヒストリーを語っ
ており、内容が、松沢教会月報「のぞみ」（2016 年 7 月号、8 月号）に掲載されている。 
806 賀川ハル「1970 年日記」（4 月 12 日）（三原、前掲書第 3 巻、286 頁） 
807 賀川ハル「1970 年日記」（5 月 3 日）（三原、前掲書第 3 巻、285 頁） 


































                                                   
809 賀川ハル「1970 年日記」（6 月 28 日）（三原、前掲書第 3 巻、282 頁） 
810 史料集による、「松本」の読み違いだろう。 

























育所」で「二十名位の母親達に」「一時間の話」をしたり（1956 年 3 月 16 日）、「上北沢小
学校卒業式の弁当、四百人分を作る相談」のために奔走したり（1956 年 3 月 17 日）、雲柱
社事業の一環である「五日市保育園の卒業式に臨むので七時半家を出」（1956 年 3 月 19
日）、さらにその翌日には同じく雲柱社事業である「本所の光の園保育学校の卒業式」に出








                                                   
813 ハルの日記には、次のように登場する。「佐藤知恵子姉、この人ハ夜学のほぼ学校に行くことを希望
しているので、そのようにし度いと思ふ。」（「1956 年 3 月 9 日」日記、三原、前掲書 3 巻、12 頁）「佐
藤知恵（手伝の）子、都立保母学院に入学申込をする。」（「1956 年 3 月 17 日」日記、三原、前掲書第 3
巻、12 頁） 
814 2017 年 8 月 3 日、新澤誠治・知恵子夫妻へのインタビューを実施。 




































                                                   
816 賀川ハル「1973 年日記」（1 月 24 日）（三原、前掲書第 3 巻、198 頁） 
817 賀川ハル「1973 年日記」（1 月 26 日）（三原、前掲書第 3 巻、198 頁） 



































                                                   
819 2017 年 7 月 27 日インタビュー。 
820 篠田徹「篠田教授の｢労働文化｣耕論［33］」『連合』2015 年、4 月号、22-23 頁 
821 トーマス・ヘイスティングス、加山久夫訳「賀川豊彦『宇宙の目的』への序文」（『雲の柱』第 28














三原容子編『賀川ハル史料集』第 1 巻、緑蔭書房、2009 年 
三原容子編『賀川ハル史料集』第 2 巻、緑蔭書房、2009 年 
三原容子編『賀川ハル史料集』第 3 巻、緑蔭書房、2009 年 
 
○新聞記事 
『読売新聞』「婦人ページ」の「悩める婦人へ」の回答欄にて 1931 年 9 月 9 日から 11 月
13 日に合計 28 回掲載 
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